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プロジェクトスケジュール

◼仕様書に示された業務内容に関して、適宜関東経済産業局のニーズを加味しつつ、業務を遂行した。

◼なお定例MTGに関しては、隔週を想定し、業務の効率化を図るため、Webミーティングで実施した。
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次世代エネルギー導入に向けた初期仮説の検討に向けて、広域関東圏（1都10県）における

製造品出荷額・CO2排出量を基に、市区町村を類型化した上で、モデル地域を選定する

CO2排出量・製造品等出荷額を踏まえたモデル地域の選定｜分析方針

①製造品出荷額・CO2排出量の分析 ②市区町村の類型化・モデル化 ③ モデル地域の選定

• 自治体（市区町村単位）毎の

製品出荷額・ CO2排出量を可視化・

分析する。

• 製品出荷額に関しては「経済産業省

-工業統計調査」、 CO2排出量につ

いては「環境省-自治体排出量カル

テ」、のデータを活用することを想定。

• ①の分析結果を基に、市区町村の

特徴を踏まえた形で類型化を行う。

• なお類型化にあたっては、類型・モデル

毎に、異なるアプローチで脱炭素化に

向けた取組方向性を検討することを

目的とする。

• ②の分析結果を踏まえて、モデル毎に

特に優先的に検討を進める必要があ

る市区町村をモデル地域として選定

する。（モデル地域における検討内容

を他地域に横展開することも想定）

• なおモデル地域における次世代エネル

ギー活用の可能性については別途

分析する。

モデル地域選定に向けた分析方針とアウトプットイメージ
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「電源・多産業集積モデル」は、横浜市を中心として川崎市も含む京浜臨海部、「特定産業

牽引モデル」は、太田市を中心として宇都宮市も含む内陸・企業城下町を対象とする

CO2排出量・製造品等出荷額を踏まえたモデル地域の選定｜モデル地域設定の初期仮説

◼地域の特性に応じて検討内容のブラッシュアップは必要だが、基本的な考え方や検討フローに関しては、

今回の検討内容を他の地域へ展開することが可能と想定。

モデルの概要

検討の方向性

検討対象地域

横展開が可能と

想定される地域

電源・多産業集積モデル

• 大型の電源（火力発電所）、および石油化学・

鉄鋼などの産業が集積する地域における脱炭素化

の取組・方向性を検討するモデル

• CO2排出量は多く、製造品出荷額も大きい点が

地域の特徴。

• 自動車産業など、特定の産業が地域の経済を牽

引している地域（企業城下町など）における脱炭

素化の取組・方向性を検討するモデル

• 大型の電源がないため、CO2排出量は大きくないが、

製造品出荷額が大きい点が地域の特徴。

• 電源における次世代エネルギー（水素・アンモニア

等）の活用による脱炭素化を優先的に進め、周辺

企業への次世代エネルギー供給を検討する。

• 企業城下町の中心企業における次世代エネルギー

（水素・アンモニア）などを活用した脱炭素化を優

先的に進め、取引先等への波及を検討する。

• 横浜市・川崎市

※ 広域関東圏の中で、CO2排出量が特に大きい横浜市を

中心として隣接する川崎市と併せて検討

• 太田市・宇都宮市

※ 広域関東圏の中で、内陸部において製造品出荷額が

特に大きい太田市を中心として、近隣に位置する

宇都宮市と併せて検討

• 千葉市

• 新潟市

• 神栖市 等

• 静岡市

• 浜松市 等

特定産業牽引モデル
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【参考】 広域関東圏における製造品等出荷額の大きい自治体（上位30市区町村）

CO2排出量・製造品等出荷額を踏まえたモデル地域の選定｜製造品等出荷額

＃ 県 市

製造品出荷額等

合計 食料品

飲料

たばこ

飼料

繊維
木材

木製品

家具

装備品

パルプ

紙

紙加工品

印刷 化学
石油製品

石炭製品

プラス

チック

製品

ゴム製品

なめし革

同製品

毛皮

窯業

土石製品
鉄鋼 非鉄金属 金属製品

はん用

機械器具

生産用

機械器具

業務用

機械器具

電子部品

デバイス

電子回路

電気

機械器具

情報通信

機械器具

輸送用

機械器具
その他

億円 % % % % % % % % % % % % % % % % % % % % % % % %

1 神奈川県 川崎市 40,828 8.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.4% 0.6% 22.5% 29.1% 0.6% 0.0% 0.0% 0.6% 11.1% 0.1% 1.6% 0.9% 2.5% 0.9% 1.3% 2.4% 2.7% 13.3% 0.1%

2 千葉県 市原市 40,666 0.9% 0.0% 0.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.1% 33.5% 56.2% 0.6% 0.0% 0.0% 1.1% 0.4% 1.0% 2.7% 0.1% 0.2% 0.0% 0.8% 0.4% 0.0% 1.4% 0.2%

3 神奈川県 横浜市 39,269 14.4% 0.2% 0.1% 0.2% 0.2% 0.9% 1.2% 2.3% 1.2% 1.8% 0.5% 0.0% 1.4% 1.0% 0.0% 5.9% 4.5% 5.3% 1.9% 1.8% 3.1% 2.9% 9.3% 0.6%

4 群馬県 太田市 29,865 0.7% 1.0% 0.2% 0.1% 0.1% 0.4% 0.1% 1.9% 0.1% 6.0% 0.0% 0.0% 0.3% 3.0% 0.0% 4.1% 0.6% 2.7% 0.5% 0.0% 4.2% 0.1% 73.8% 0.2%

5 栃木県 宇都宮市 21,883 7.0% 35.0% 0.4% 0.1% 0.6% 1.4% 0.5% 12.2% 0.0% 3.1% 0.3% 0.0% 1.0% 2.4% 0.4% 3.9% 2.9% 8.1% 6.5% 0.9% 2.3% 2.2% 8.6% 0.2%

6 静岡県 静岡市 21,203 11.6% 3.6% 0.1% 1.4% 0.8% 1.7% 1.6% 5.2% 0.0% 2.7% 0.5% 0.0% 0.7% 1.1% 0.0% 4.2% 5.0% 4.5% 0.3% 0.2% 43.2% 0.0% 2.6% 2.1%

7 静岡県 浜松市 19,656 4.2% 0.2% 1.5% 0.5% 0.5% 0.7% 1.0% 0.1% 0.0% 7.7% 0.8% 0.0% 0.9% 1.0% 0.4% 5.0% 1.0% 9.7% 0.7% 7.8% 6.5% 1.4% 41.6% 2.1%

8 静岡県 湖西市 16,714 0.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.1% 0.0% 0.0% 0.0% 1.6% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.4% 0.1% 0.2% 0.2% 0.7% 29.2% 0.0% 63.2% 0.1%

9 茨城県 神栖市 15,322 10.6% 9.2% 0.0% 1.9% 0.5% 0.0% 0.0% 67.7% 0.0% 1.6% 0.0% 0.0% 2.2% 1.9% 0.0% 0.2% 0.0% 0.3% 0.0% 0.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

10 静岡県 磐田市 14,920 3.3% 16.9% 0.8% 0.5% 0.2% 1.0% 1.0% 4.4% 0.0% 3.9% 0.5% 0.0% 0.2% 1.4% 3.2% 1.7% 0.9% 1.6% 0.0% 5.1% 1.3% 0.0% 49.1% 2.8%

11 神奈川県 藤沢市 14,765 3.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.2% 0.5% 0.0% 0.4% 0.3% 0.0% 0.3% 2.1% 0.1% 1.8% 11.3% 1.2% 1.3% 0.4% 1.8% 0.6% 71.8% 0.3%

12 静岡県 富士市 14,250 7.3% 2.2% 0.1% 2.1% 0.0% 33.6% 0.5% 17.2% 0.0% 3.4% 0.0% 0.0% 0.7% 2.7% 0.1% 2.7% 3.9% 4.0% 0.6% 0.3% 1.1% 0.0% 16.8% 0.4%

13 神奈川県 相模原市 13,278 9.2% 0.0% 0.3% 0.1% 0.2% 0.8% 1.4% 4.0% 0.0% 10.5% 0.0% 0.0% 1.7% 0.4% 0.8% 11.6% 14.8% 9.6% 5.8% 3.4% 10.3% 2.5% 6.6% 1.0%

14 千葉県 千葉市 12,760 26.2% 0.0% 0.0% 1.5% 0.0% 0.1% 1.1% 1.4% 0.0% 0.1% 0.0% 0.0% 1.5% 33.4% 0.0% 4.3% 0.2% 18.3% 1.4% 0.0% 0.4% 0.1% 0.0% 0.5%

15 神奈川県 平塚市 12,476 3.9% 0.0% 0.2% 0.0% 0.0% 0.3% 0.4% 13.6% 0.0% 8.8% 2.4% 0.0% 0.4% 2.1% 9.0% 1.3% 1.7% 5.8% 0.4% 1.2% 1.4% 0.5% 45.4% 1.2%

16 茨城県 古河市 11,978 13.7% 0.0% 0.8% 0.6% 0.0% 1.5% 0.2% 1.6% 0.0% 6.1% 0.0% 0.0% 1.9% 2.0% 1.0% 12.3% 0.3% 0.6% 0.2% 0.0% 1.8% 0.0% 54.5% 0.6%

17 群馬県 伊勢崎市 11,789 10.7% 5.4% 0.8% 1.2% 0.3% 1.1% 0.2% 11.2% 0.0% 6.5% 0.2% 0.0% 1.8% 2.5% 2.7% 5.6% 4.8% 2.0% 15.3% 3.0% 3.8% 0.0% 18.2% 2.4%

18 静岡県 掛川市 11,588 1.7% 1.5% 0.6% 8.9% 0.2% 3.7% 0.7% 31.7% 0.0% 4.7% 2.9% 0.0% 2.0% 0.4% 0.9% 4.8% 0.3% 1.1% 0.0% 0.2% 12.8% 10.3% 8.6% 1.6%

19 新潟県 新潟市 11,469 24.7% 0.6% 0.4% 1.2% 0.6% 12.2% 2.6% 17.3% 0.0% 0.9% 0.3% 0.0% 1.1% 2.2% 0.0% 9.6% 1.7% 4.5% 0.0% 1.1% 2.2% 0.0% 6.2% 0.6%

20 栃木県 栃木市 10,948 7.3% 9.1% 0.1% 1.7% 0.0% 1.0% 0.5% 1.6% 0.0% 3.8% 0.2% 0.1% 1.7% 0.0% 0.0% 3.3% 0.7% 2.7% 1.4% 1.0% 38.3% 0.0% 24.8% 0.3%

21 埼玉県 狭山市 10,757 10.2% 0.9% 0.0% 0.0% 0.0% 1.7% 2.4% 10.2% 0.0% 0.2% 0.0% 0.0% 0.1% 0.3% 0.0% 0.3% 4.5% 0.5% 2.0% 1.1% 0.5% 0.0% 63.3% 0.9%

22 茨城県 ひたちなか市 10,492 4.7% 0.0% 0.0% 0.4% 0.0% 3.1% 0.1% 0.6% 0.0% 0.9% 0.0% 0.0% 0.5% 0.2% 0.0% 1.1% 3.5% 24.9% 0.4% 22.8% 27.1% 0.0% 7.0% 0.1%

23 静岡県 牧之原市 10,477 0.6% 21.5% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 2.7% 0.0% 0.0% 0.1% 0.0% 0.0% 2.2% 0.0% 0.7% 0.1% 0.1% 26.7% 0.0% 43.5% 0.0%

24 茨城県 日立市 10,420 0.2% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.4% 0.1% 0.0% 0.0% 1.6% 0.0% 0.0% 3.6% 0.6% 35.4% 1.1% 17.3% 0.6% 0.3% 2.0% 31.3% 0.0% 0.8% 0.0%

25 千葉県 袖ケ浦市 9,891 1.0% 0.5% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 32.3% 51.8% 1.2% 0.0% 0.0% 3.9% 0.0% 0.0% 4.1% 3.3% 0.2% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.6% 0.0%

26 埼玉県 熊谷市 9,608 6.6% 0.8% 0.1% 0.5% 0.1% 2.9% 0.4% 48.6% 0.2% 2.7% 0.3% 0.0% 4.5% 1.6% 4.0% 7.5% 0.7% 10.3% 0.5% 2.1% 0.9% 1.5% 3.2% 0.0%

27 群馬県 高崎市 9,519 22.3% 3.1% 0.1% 0.2% 0.2% 1.1% 2.0% 29.4% 0.0% 2.0% 0.2% 0.0% 1.0% 2.5% 1.1% 9.2% 7.1% 5.7% 1.5% 3.2% 4.2% 0.1% 3.2% 0.5%

28 栃木県 小山市 9,110 5.4% 0.2% 0.4% 0.3% 0.2% 2.1% 0.7% 1.0% 0.0% 2.5% 0.0% 0.0% 1.0% 10.8% 5.7% 6.0% 24.5% 12.6% 1.0% 4.6% 5.9% 9.7% 5.0% 0.2%

29 埼玉県 さいたま市 8,892 26.1% 0.0% 0.4% 0.0% 0.6% 2.6% 2.9% 18.8% 0.0% 3.9% 1.6% 0.0% 0.8% 1.7% 0.3% 6.9% 2.2% 1.6% 8.1% 0.5% 2.4% 0.0% 5.2% 2.3%

30 静岡県 富士宮市 8,842 5.3% 2.9% 0.0% 0.5% 0.0% 9.8% 0.1% 37.2% 0.0% 2.7% 0.6% 0.0% 0.4% 3.5% 0.0% 3.5% 0.3% 12.3% 5.3% 0.0% 2.6% 0.1% 12.5% 0.1%

出所）経済産業省 工業統計調査よりNRI作成



11Copyright（C） Nomura Research Institute, Ltd. All rights reserved.

【参考】 広域関東圏におけるCO2排出量の大きい自治体（上位30市区町村）

CO2排出量・製造品等出荷額を踏まえたモデル地域の選定｜CO2排出量

# 県 市

CO2排出量

合計
産業

製造業

産業

建設業・鉱業

産業

農林水産業

業務

その他部門
家庭部門 運輸部門 廃棄物分野

千t-CO2 % % % % % % %

1 神奈川県 横浜市 19,308 27.8% 0.8% 0.4% 28.1% 23.7% 17.5% 1.7%

2 千葉県 市原市 13,876 90.7% 0.2% 0.2% 2.4% 2.2% 3.9% 0.3%

3 神奈川県 川崎市 10,828 51.5% 0.5% 0.4% 17.6% 17.7% 10.8% 1.5%

4 千葉県 千葉市 8,082 48.9% 0.7% 0.2% 20.0% 13.9% 14.6% 1.7%

5 新潟県 新潟市 5,694 23.0% 2.1% 1.2% 23.7% 24.2% 24.4% 1.4%

6 埼玉県 さいたま市 5,273 8.9% 1.3% 0.4% 33.4% 27.7% 25.1% 3.3%

7 静岡県 浜松市 4,531 22.1% 0.9% 2.2% 22.1% 20.1% 30.4% 2.1%

8 神奈川県 相模原市 4,500 40.3% 0.6% 1.4% 18.7% 19.1% 17.7% 2.2%

9 静岡県 静岡市 4,335 24.9% 1.0% 0.7% 24.1% 19.6% 26.1% 3.6%

10 千葉県 船橋市 4,305 48.7% 0.5% 0.3% 17.4% 17.2% 13.9% 1.8%

11 東京都 港区 3,968 0.4% 2.4% 0.4% 80.6% 8.7% 6.2% 1.3%

12 栃木県 宇都宮市 3,750 29.8% 1.0% 1.0% 22.0% 20.0% 24.4% 1.9%

13 東京都 千代田区 3,612 0.6% 1.3% 0.1% 92.6% 2.4% 2.3% 0.6%

14 神奈川県 藤沢市 3,561 56.6% 0.4% 0.4% 15.5% 14.3% 11.6% 1.2%

15 千葉県 袖ケ浦市 3,393 90.2% 0.1% 0.3% 2.2% 2.0% 5.1% 0.0%

16 茨城県 神栖市 3,371 82.3% 0.3% 1.1% 4.3% 3.9% 8.0% 0.0%

17 東京都 新宿区 3,127 1.8% 1.9% 0.8% 71.4% 16.5% 5.4% 2.2%

18 東京都 大田区 2,975 8.3% 1.2% 0.3% 36.8% 31.1% 18.6% 3.7%

19 東京都 中央区 2,961 0.6% 2.1% 0.8% 81.9% 7.5% 5.9% 1.2%

20 茨城県 古河市 2,848 76.2% 0.3% 0.5% 6.1% 6.9% 9.5% 0.6%

21 東京都 世田谷区 2,812 0.7% 1.0% 1.0% 33.4% 40.3% 18.4% 5.1%

22 茨城県 日立市 2,805 67.3% 0.4% 0.5% 9.6% 9.3% 11.7% 1.2%

23 神奈川県 平塚市 2,743 62.1% 0.4% 0.6% 12.3% 10.9% 12.2% 1.4%

24 千葉県 市川市 2,733 42.5% 0.5% 0.2% 17.0% 21.9% 15.7% 2.2%

25 千葉県 君津市 2,713 83.5% 0.4% 1.1% 4.4% 3.5% 7.2% 0.0%

26 茨城県 ひたちなか市 2,657 71.5% 0.3% 0.2% 7.7% 8.2% 11.3% 0.8%

27 千葉県 松戸市 2,636 39.6% 0.6% 0.3% 18.8% 22.1% 16.5% 2.1%

28 神奈川県 横須賀市 2,464 35.5% 0.6% 0.8% 20.8% 19.7% 21.8% 0.8%

29 東京都 江東区 2,450 6.0% 1.8% 0.7% 45.8% 25.7% 17.2% 2.7%

30 群馬県 太田市 2,437 57.3% 0.5% 0.4% 10.9% 11.1% 18.4% 1.4%

出所）環境省 自治体排出量カルテよりNRI作成
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【参考】 都道府県単位の製造品出荷額・CO2排出量の関係性

CO2排出量・製造品等出荷額を踏まえたモデル地域の選定｜県単位の分析結果
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長野県

静岡県

出所）経済産業省 工業統計調査、環境省 自治体排出量カルテよりNRI作成
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ヒアリング対象企業の選定に向けては、モデル地域毎のエネルギー消費構造から、

取組・検討の着眼点を設定の上、着眼点に沿って関連する企業を抽出する

CO2排出量・製造品等出荷額を踏まえたモデル地域の選定｜エネルギー消費構造に関する分析の進め方

①着眼点の設定 ② ヒアリング対象企業の抽出・選定

• モデル地域（横浜/川崎、太田/宇都宮）のエネルギー消費構造を

分析の上、検討の深掘りに向けた着眼点を設定する。

• 着眼点の設定にあたっては、排出量削減への影響度の大きさを

分析する。

本パートの進め方とアウトプットイメージ

• モデル地域（横浜/川崎、太田/宇都宮）毎の着眼点に沿って、

ヒアリング対象企業を抽出・選定する。

• 選定にあたっては、地域毎のCO2排出量上位企業を中心にピック

アップし、必要に応じて立地企業以外のプレーヤーにもアプローチする。
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【参考】 横浜市のエネルギー消費構造の分析（横軸単位：TJ）

CO2排出量・製造品等出荷額を踏まえたモデル地域の選定｜横浜市のエネルギー消費構造と着眼点

70%

60%

50%

40%

20%

10%

30%

0%

100%

90%

80%

122,427

電 力天然ｶﾞｽ

81,605 4,200

熱

4,389

石油製品石 炭 原 油
石炭製品

70,77115,417 705

再生･未活用エネ

16

都市ガス・石油ガス

362

運輸-貨物

食品飲料製造業

農林水産鉱建設業

機械製造業

繊維工業

鉄鋼･非鉄･金属製品製造業

木製品･家具他工業

パルプ･紙･紙加工品製造業

印刷･同関連業

運輸-旅客

窯業･土石製品製造業

化学工業 (含 石油石炭製品)

プラスチック･ゴム･皮革製品製造業

業務他 （第三次産業）

他製造業

家庭

出所）地域エネルギー需給データベースよりNRI作成
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【参考】 川崎市のエネルギー消費構造の分析（横軸単位：TJ）

CO2排出量・製造品等出荷額を踏まえたモデル地域の選定｜川崎市のエネルギー消費構造と着眼点

80%

90%

100%

70%

20%

50%

10%

0%

30%

40%

60%

都市ガス・石油ガス石 炭
再生･未活用エネ

石油製品
原 油

熱

620 133,689 91,839 4,550 34,233 5,700236

6

電 力

25,287

天然ｶﾞｽ石炭製品

木製品･家具他工業

農林水産鉱建設業

繊維工業

食品飲料製造業

パルプ･紙･紙加工品製造業

プラスチック･ゴム･皮革製品製造業

鉄鋼･非鉄･金属製品製造業

印刷･同関連業

化学工業 (含 石油石炭製品)

家庭

機械製造業

窯業･土石製品製造業

他製造業

業務他 （第三次産業）

運輸-旅客

運輸-貨物

出所）地域エネルギー需給データベースよりNRI作成
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【参考】 太田市のエネルギー消費構造の分析（横軸単位：TJ）

CO2排出量・製造品等出荷額を踏まえたモデル地域の選定｜太田市のエネルギー消費構造と着眼点

90%

80%

70%

30%

20%

0%

60%

50%

100%

40%

10%

26

電 力再生･未活用エネ

4,412 337

都市ガス・石油ガス

324

原 油 天然ｶﾞｽ

217 9,842

熱

7,748

石油製品石 炭
石炭製品

182

農林水産鉱建設業

食品飲料製造業

木製品･家具他工業

繊維工業

家庭

パルプ･紙･紙加工品製造業

印刷･同関連業

化学工業 (含 石油石炭製品)

プラスチック･ゴム･皮革製品製造業

運輸-旅客

窯業･土石製品製造業

業務他 （第三次産業）

鉄鋼･非鉄･金属製品製造業

機械製造業

他製造業

運輸-貨物

出所）地域エネルギー需給データベースよりNRI作成
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【参考】 宇都宮市のエネルギー消費構造の分析（横軸単位：TJ）

CO2排出量・製造品等出荷額を踏まえたモデル地域の選定｜宇都宮市のエネルギー消費構造と着眼点

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

10%

0%
熱石 炭

石炭製品
天然ｶﾞｽ石油製品

再生･未活用エネ
原 油 都市ガス・石油ガス

278 232

1

17,732 661 6,806 911 13,661 375

電 力

農林水産鉱建設業

食品飲料製造業

繊維工業

運輸-貨物

木製品･家具他工業

パルプ･紙･紙加工品製造業

印刷･同関連業

他製造業

化学工業 (含 石油石炭製品)

機械製造業

プラスチック･ゴム･皮革製品製造業

窯業･土石製品製造業

鉄鋼･非鉄･金属製品製造業

業務他 （第三次産業）

家庭

運輸-旅客

出所）地域エネルギー需給データベースよりNRI作成
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系統混雑状況と大規模火力発電所（10万kW以上）の立地構造分析結果まとめ

系統混雑状況と大規模火力発電所（10万kW以上）の立地構造

系統混雑状況
× 出力制御が発生する可能性がある系統

△ 空き容量がなく新規電源の申し込みによって出力抑制が発生する可能性がある系統

○ 出力制御が発生する可能性が低い系統

主な大規模火力発電所

（10万kW以上）

275kV以上 154kV系統 66kV系統 配電用

変電所

石炭火力

石油火力

LNG火力

栃木 ○ × × × ‐ 真岡発電所

群馬 ○ × ×~△
×~○

太田市周辺は空容量有
‐ ‐

茨城 ×~△ × × ×
常陸那珂

鹿島（日本製鉄）

鹿島（JERA）

日立造船

埼玉 ○ ×~△ △〜○
×~○

空容量有エリア多
‐ ‐

千葉 × × × ×
袖ヶ浦

君津共同

姉崎、五井、袖ケ浦

千葉、富津

東京 ○ ×~△ ×~○ ×~○ 大井 品川

神奈川 ×~△
×~△

沿岸部混雑
×~○

×~○

沿岸部混雑
磯子、横須賀 川崎、横浜

山梨 ○ ○ ○ × ‐ ‐

静岡 ○ ○ ×~○ △〜○ 鈴川 清水

福島 一部 ×~△ × ○ n.a.
原町、勿来

新地、広野
福島

長野 一部 ×~△ ×~○ × n.a. ‐ ‐

新潟 一部 ○ × × n.a. 糸魚川 東新潟、上越

出所）系統混在状況に関しては、東京電力パワーグリットHP（資料作成日2022年11月1日）を参照し作成
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（参考）省令などの規定による出力制御の順番

系統混雑状況と大規模火力発電所（10万kW以上）の立地構造

*電源Ⅰ:ネットワーク部門が確保している電源

電源Ⅱ:ネットワーク部門がオンライン制御できる電源

電源Ⅲ:ネットワーク部門がオンライン制御できない電源

出
力
制
御
等
の
順
番

• 再生可能エネルギーの出力制御の回避措置
• 火力発電設備（化石燃料混焼バイオマスを含む）について、安定供給上必要な限度まで出力制御

• 揚水式水力発電設備の揚水運転の実施

• 太陽光発電設備（10kW以上）
• 30日ルール対象

• 360時間ルール対象

• 指定電気事業者ルール対象

• 風力発電設備
• 30日ルール対象

• 720時間ルール対象

• 指定電気事業者ルール対象（現時点で風力発電につ

いての指定は行われていない。）• 太陽光発電設備（10kW未満）
• 360時間ルール対象

• 指定電気事業者ルール対象

• バイオマス専焼発電設備

• 地域型バイオマス発電設備（出力制御が困難なものを除く）

• 地熱発電設備、水力発電設備

• 改正前のルールが適用となる500kW未満の太陽光発電設備、風力発電設備

• 地域型バイオマス発電設備（出力制御が困難な場合。但し、需給調整が困難な緊急時を除く

出力制御の

対象外

（※）ルール上、PV・Windの前に電源Ⅲやバイオマスが抑制されるルールであるが、柔軟な起動停止が困難が場合、最低出力での運転が許容されてしまっている状況

（今後ルールを明確化予定）

• 電気の取引の申込み

電源Ⅰ・電源Ⅱ→電源Ⅲの順で抑制

（※）
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栃木県 大規模火力発電所（10万kW以上）

系統混雑状況と大規模火力発電所（10万kW以上）の立地構造

事業者 発電所名 ユニット 発電形式 燃料種
供給出力
(万kW) 

2050年経過年数 所在地 都道府県
2050年時点
稼動想定

株式会社コベルコパワー真岡 真岡発電所 1号機 GTCC (2a) LNG 62.4 (1) ◎：2006年度以降運転開始 栃木県真岡市鬼怒ヶ丘１丁目 真岡第５工業団地内 栃木県 ●

株式会社コベルコパワー真岡 真岡発電所 2号機 GTCC (2a) LNG 62.4 (1) ◎：2006年度以降運転開始 栃木県真岡市鬼怒ヶ丘１丁目 真岡第５工業団地内 栃木県 ●
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群馬県 大規模火力発電所（10万kW以上）

系統混雑状況と大規模火力発電所（10万kW以上）の立地構造

◼ 10万kW以上火力なし
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茨城県 大規模火力発電所（10万kW以上）

系統混雑状況と大規模火力発電所（10万kW以上）の立地構造

事業者 発電所名 ユニット 発電形式 燃料種
供給出力
(万kW) 

2050年経過年数 所在地 都道府県
2050年時点
稼動想定

JERA 常陸那珂火力 1号機 USC (1a) 石炭 100.0 (3) △：2005年度以前運転開始 茨城県那珂郡東海村大字照沼７６８-２３ 茨城県

JERA 常陸那珂火力 2号機 USC (1a) 石炭 100.0 (1) ◎：2006年度以降運転開始 茨城県那珂郡東海村大字照沼７６８-２３ 茨城県 ●

日本製鉄株式会社 鹿島火力 1号機 SC (1a) 石炭 52.2 (1) ◎：2006年度以降運転開始 茨城県鹿嶋市新浜１８−１ 茨城県 ●

鹿島パワー 鹿島火力発電所 2号 USC (1a) 石炭 64.5 (1) ◎：2006年度以降運転開始 茨城県神栖市東和田9 茨城県 ●

常陸那珂ジェネレーション 常陸那珂共同火力 1号 USC (1a) 石炭 65.0 (2) 〇：2006年度以降運転開始×未運開 茨城県那珂郡東海村大字照沼７６８-２３ 茨城県

かみすパワー 神栖火力 1号機 SUB-C (1a) 石炭 11.2 (1) ◎：2006年度以降運転開始 茨城県神栖市奥野谷６１７０−３１ 茨城県 ●

JERA 鹿島火力発電所 7-1号GT GT (2a) LNG 42.0 (1) ◎：2006年度以降運転開始 茨城県神栖市東和田９ 茨城県 ●

JERA 鹿島火力発電所 7-2号GT GT (2a) LNG 42.0 (1) ◎：2006年度以降運転開始 茨城県神栖市東和田９ 茨城県 ●

JERA 鹿島火力発電所 7-3号GT GT (2a) LNG 42.0 (1) ◎：2006年度以降運転開始 茨城県神栖市東和田９ 茨城県 ●

日立造船 日立造船茨城発電所 2号機 GTCC (2a) LNG 11.4 (1) ◎：2006年度以降運転開始 茨城県常陸大宮市工業団地４番地 茨城県 ●

日立造船 日立造船茨城発電所 3号機 GTCC (2b) LNG×都市ガス 11.2 (1) ◎：2006年度以降運転開始 茨城県常陸大宮市工業団地４番地 茨城県 ●

日本新電力 那珂パワービレッジ第一発電所 - GE (2b) LNG×都市ガス 10.0 (2) 〇：2006年度以降運転開始×未運開 茨城県那珂市横堀字所ノ内８２４番地１、他 茨城県

日立造船 日立造船茨城発電所 2号機 GTCC (2b) LNG×都市ガス 10.7 (8) ×：廃止または長期計画停止 茨城県常陸大宮市工業団地 4 番地 茨城県

JERA 鹿島火力発電所 1号機 BTG (3) 石油 60.0 (8) ×：廃止または長期計画停止 茨城県神栖市東和田９ 茨城県

JERA 鹿島火力発電所 2号機 BTG (3) 石油 60.0 (8) ×：廃止または長期計画停止 茨城県神栖市東和田９ 茨城県

JERA 鹿島火力発電所 3号機 BTG (3) 石油 60.0 (8) ×：廃止または長期計画停止 茨城県神栖市東和田９ 茨城県

JERA 鹿島火力発電所 4号機 BTG (3) 石油 60.0 (8) ×：廃止または長期計画停止 茨城県神栖市東和田９ 茨城県

JERA 鹿島火力発電所 5号機 BTG (3) 石油 100.0 (8) ×：廃止または長期計画停止 茨城県神栖市東和田９ 茨城県

JERA 鹿島火力発電所 6号機 BTG (3) 石油 100.0 (8) ×：廃止または長期計画停止 茨城県神栖市東和田９ 茨城県

鹿島共同火力 鹿島共同発電所 1号機 BTG (3) 石油 16.7 (8) ×：廃止または長期計画停止 茨城県鹿嶋市新浜５−番地 茨城県

鹿島共同火力 鹿島共同発電所 3号機 BTG (3) 石油 10.5 (3) △：2005年度以前運転開始 茨城県鹿嶋市新浜５−番地 茨城県

鹿島共同火力 鹿島共同発電所 4号機 BTG (3) 石油 10.5 (3) △：2005年度以前運転開始 茨城県鹿嶋市新浜５−番地 茨城県

日立製作所 日立臨海発電所 1号機 GTCC (3) 石油 10.3 (3) △：2005年度以前運転開始 茨城県日立市大みか町５丁目２−２ 茨城県

JXエネルギー株式会社 鹿島北共同発電 3号 BTG (3) 石油 16.5 (1) ◎：2006年度以降運転開始 茨城県神栖市東和田16 茨城県 ●
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埼玉県 大規模火力発電所（10万kW以上）

系統混雑状況と大規模火力発電所（10万kW以上）の立地構造

◼ 10万kW以上火力なし
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千葉県 大規模火力発電所（10万kW以上）（1/2)

系統混雑状況と大規模火力発電所（10万kW以上）の立地構造

事業者 発電所名 ユニット 発電形式 燃料種
供給出力
(万kW) 

2050年経過年数 所在地 都道府県
2050年時点
稼動想定

千葉袖ケ浦エナジー 千葉袖ヶ浦火力発電所 - USC (1a) 石炭 100.0 (7) ×：計画中止 千葉県袖ケ浦市中袖３番地１ 千葉県

千葉袖ケ浦エナジー 千葉袖ヶ浦火力発電所 - USC (1a) 石炭 100.0 (7) ×：計画中止 千葉県袖ケ浦市中袖３番地１ 千葉県

不明（中国電力、JFEスチール） 蘇我火力（仮） USC (1a) 石炭 107.0 (7) ×：計画中止 千葉県千葉市中央区川崎町１番地 千葉県

君津共同火力 君津共同発電所 5号機 GTCC (1b) 石炭×副生ガス 10.4 (3) △：2005年度以前運転開始 千葉県君津市君津１ 千葉県

JERA 姉崎火力発電所 1号機 BTG (2a) LNG 60.0 (9) ×：2020年度以前廃止済み 千葉県市原市姉崎海岸３ 千葉県

JERA 姉崎火力発電所 2号機 BTG (2a) LNG 60.0 (9) ×：2020年度以前廃止済み 千葉県市原市姉崎海岸３ 千葉県

JERA 姉崎火力発電所 3号機 BTG (2a) LNG 60.0 (9) ×：2020年度以前廃止済み 千葉県市原市姉崎海岸３ 千葉県

JERA 姉崎火力発電所 4号機 BTG (2a) LNG 60.0 (9) ×：2020年度以前廃止済み 千葉県市原市姉崎海岸３ 千葉県

JERA 姉崎火力発電所 5号機 BTG (2a) LNG 60.0 (3) △：2005年度以前運転開始 千葉県市原市姉崎海岸３ 千葉県

JERA 姉崎火力発電所 6号機 BTG (2a) LNG 60.0 (3) △：2005年度以前運転開始 千葉県市原市姉崎海岸３ 千葉県

JERA 五井火力 1号機 BTG (2a) LNG 26.5 (8) ×：廃止または長期計画停止 千葉県市原市五井海岸１ 千葉県

JERA 五井火力 2号機 BTG (2a) LNG 26.5 (8) ×：廃止または長期計画停止 千葉県市原市五井海岸１ 千葉県

JERA 五井火力 3号機 BTG (2a) LNG 26.5 (8) ×：廃止または長期計画停止 千葉県市原市五井海岸１ 千葉県

JERA 五井火力 4号機 BTG (2a) LNG 26.5 (8) ×：廃止または長期計画停止 千葉県市原市五井海岸１ 千葉県

JERA 五井火力 5号機 BTG (2a) LNG 35.0 (8) ×：廃止または長期計画停止 千葉県市原市五井海岸１ 千葉県

JERA 五井火力 6号機B GTCC (2a) LNG 35.0 (8) ×：廃止または長期計画停止 千葉県市原市五井海岸１ 千葉県

JERA 五井火力 6号機GT GTCC (2a) LNG 12.6 (8) ×：廃止または長期計画停止 千葉県市原市五井海岸１ 千葉県

JERA 袖ケ浦火力発電所 1号機 BTG (2a) LNG 60.0 (8) ×：廃止または長期計画停止 千葉県袖ケ浦市中袖２-１ 千葉県

JERA 袖ケ浦火力発電所 2号機 BTG (2a) LNG 100.0 (3) △：2005年度以前運転開始 千葉県袖ケ浦市中袖２-１ 千葉県

JERA 袖ケ浦火力発電所 3号機 BTG (2a) LNG 100.0 (3) △：2005年度以前運転開始 千葉県袖ケ浦市中袖２-１ 千葉県

JERA 袖ケ浦火力発電所 4号機 BTG (2a) LNG 100.0 (3) △：2005年度以前運転開始 千葉県袖ケ浦市中袖２-１ 千葉県

JERA 千葉火力 1-1号系列 GTCC (2a) LNG 36.0 (3) △：2005年度以前運転開始 千葉県千葉市中央区蘇我町２-１３７７ 千葉県

JERA 千葉火力 1-2号系列 GTCC (2a) LNG 36.0 (3) △：2005年度以前運転開始 千葉県千葉市中央区蘇我町２-１３７７ 千葉県

JERA 千葉火力 1-3号系列 GTCC (2a) LNG 36.0 (3) △：2005年度以前運転開始 千葉県千葉市中央区蘇我町２-１３７７ 千葉県

JERA 千葉火力 1-4号系列 GTCC (2a) LNG 36.0 (3) △：2005年度以前運転開始 千葉県千葉市中央区蘇我町２-１３７７ 千葉県

JERA 千葉火力 2-1号系列 GTCC (2a) LNG 36.0 (3) △：2005年度以前運転開始 千葉県千葉市中央区蘇我町２-１３７７ 千葉県

JERA 千葉火力 2-2号系列 GTCC (2a) LNG 36.0 (3) △：2005年度以前運転開始 千葉県千葉市中央区蘇我町２-１３７７ 千葉県

JERA 千葉火力 2-3号系列 GTCC (2a) LNG 36.0 (3) △：2005年度以前運転開始 千葉県千葉市中央区蘇我町２-１３７７ 千葉県

JERA 千葉火力 2-4号系列 GTCC (2a) LNG 36.0 (3) △：2005年度以前運転開始 千葉県千葉市中央区蘇我町２-１３７７ 千葉県

JERA 千葉火力 3-2号GT GT (2a) LNG 50.0 (1) ◎：2006年度以降運転開始 千葉県千葉市中央区蘇我町２-１３７７ 千葉県 ●

JERA 千葉火力 3-1号GT GT (2a) LNG 50.0 (1) ◎：2006年度以降運転開始 千葉県千葉市中央区蘇我町２-１３７７ 千葉県 ●

JERA 千葉火力 3-3号GT GT (2a) LNG 50.0 (1) ◎：2006年度以降運転開始 千葉県千葉市中央区蘇我町２-１３７７ 千葉県 ●

JERA 富津火力発電所 1-1号系列 GTCC (2a) LNG 16.5 (3) △：2005年度以前運転開始 千葉県富津市新富２５ 千葉県

JERA 富津火力発電所 1-2号系列 GTCC (2a) LNG 16.5 (3) △：2005年度以前運転開始 千葉県富津市新富２５ 千葉県

JERA 富津火力発電所 1-3号系列 GTCC (2a) LNG 16.5 (3) △：2005年度以前運転開始 千葉県富津市新富２５ 千葉県

JERA 富津火力発電所 1-4号系列 GTCC (2a) LNG 16.5 (3) △：2005年度以前運転開始 千葉県富津市新富２５ 千葉県

JERA 富津火力発電所 1-5号系列 GTCC (2a) LNG 16.5 (3) △：2005年度以前運転開始 千葉県富津市新富２５ 千葉県

JERA 富津火力発電所 1-6号系列 GTCC (2a) LNG 16.5 (3) △：2005年度以前運転開始 千葉県富津市新富２５ 千葉県

JERA 富津火力発電所 1-7号系列 GTCC (2a) LNG 16.5 (3) △：2005年度以前運転開始 千葉県富津市新富２５ 千葉県

JERA 富津火力発電所 2-2号系列 GTCC (2a) LNG 16.0 (3) △：2005年度以前運転開始 千葉県富津市新富２５ 千葉県

JERA 富津火力発電所 2-3号系列 GTCC (2a) LNG 16.5 (3) △：2005年度以前運転開始 千葉県富津市新富２５ 千葉県
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千葉県 大規模火力発電所（10万kW以上）（2/2)

系統混雑状況と大規模火力発電所（10万kW以上）の立地構造

事業者 発電所名 ユニット 発電形式 燃料種
供給出力
(万kW) 

2050年経過年数 所在地 都道府県
2050年時点
稼動想定

JERA 富津火力発電所 2-4号系列 GTCC (2a) LNG 16.0 (3) △：2005年度以前運転開始 千葉県富津市新富２５ 千葉県

JERA 富津火力発電所 2-5号系列 GTCC (2a) LNG 16.0 (3) △：2005年度以前運転開始 千葉県富津市新富２５ 千葉県

JERA 富津火力発電所 2-6号系列 GTCC (2a) LNG 16.2 (3) △：2005年度以前運転開始 千葉県富津市新富２５ 千葉県

JERA 富津火力発電所 2-7号系列 GTCC (2a) LNG 16.0 (3) △：2005年度以前運転開始 千葉県富津市新富２５ 千葉県

JERA 富津火力発電所 3-1号系列 GTCC (2a) LNG 38.0 (3) △：2005年度以前運転開始 千葉県富津市新富２５ 千葉県

JERA 富津火力発電所 3-2号系列 GTCC (2a) LNG 38.0 (3) △：2005年度以前運転開始 千葉県富津市新富２５ 千葉県

JERA 富津火力発電所 3-3号系列 GTCC (2a) LNG 38.0 (3) △：2005年度以前運転開始 千葉県富津市新富２５ 千葉県

JERA 富津火力発電所 3-4号系列 GTCC (2a) LNG 38.0 (3) △：2005年度以前運転開始 千葉県富津市新富２５ 千葉県

JERA 富津火力発電所 4-1号系列 GTCC (2a) LNG 50.7 (1) ◎：2006年度以降運転開始 千葉県富津市新富２５ 千葉県 ●

JERA 富津火力発電所 4-2号系列 GTCC (2a) LNG 50.7 (1) ◎：2006年度以降運転開始 千葉県富津市新富２５ 千葉県 ●

JERA 富津火力発電所 4-3号系列 GTCC (2a) LNG 50.7 (1) ◎：2006年度以降運転開始 千葉県富津市新富２５ 千葉県 ●

JERA 富津火力発電所 2号系列1軸 GTCC (2a) LNG 16.0 (1) ◎：2006年度以降運転開始 千葉県富津市新富２５ 千葉県 ●

JERA 姉崎火力発電所 新1号 (2a) LNG 65.0 (2) 〇：2006年度以降運転開始×未運開 千葉県市原市姉崎海岸３ 千葉県

JERA 姉崎火力発電所 新2号 (2a) LNG 65.0 (2) 〇：2006年度以降運転開始×未運開 千葉県市原市姉崎海岸３ 千葉県

JERA 姉崎火力発電所 新3号 (2a) LNG 65.0 (2) 〇：2006年度以降運転開始×未運開 千葉県市原市姉崎海岸３ 千葉県

五井ユナイテッドジェネレーション合同会社 五井火力発電所 1号系列1軸 MACC (2a) LNG 78.0 (2) 〇：2006年度以降運転開始×未運開 千葉県市原市五井海岸１番地 千葉県

五井ユナイテッドジェネレーション合同会社 五井火力発電所 1号系列2軸 MACC (2a) LNG 78.0 (2) 〇：2006年度以降運転開始×未運開 千葉県市原市五井海岸１番地 千葉県

五井ユナイテッドジェネレーション合同会社 五井火力発電所 1号系列3軸 MACC (2a) LNG 78.0 (2) 〇：2006年度以降運転開始×未運開 千葉県市原市五井海岸１番地 千葉県

JERA 富津火力発電所 2号系列2軸 GTCC (2a) LNG 16.0 (1) ◎：2006年度以降運転開始 千葉県富津市新富２５ 千葉県 ●

JERA 富津火力発電所 2号系列3軸 GTCC (2a) LNG 16.5 (1) ◎：2006年度以降運転開始 千葉県富津市新富２５ 千葉県 ●

JERA 富津火力発電所 2号系列4軸 GTCC (2a) LNG 16.0 (1) ◎：2006年度以降運転開始 千葉県富津市新富２５ 千葉県 ●

JERA 富津火力発電所 2号系列5軸 GTCC (2a) LNG 16.0 (1) ◎：2006年度以降運転開始 千葉県富津市新富２５ 千葉県 ●

JERA 富津火力発電所 2号系列6軸 GTCC (2a) LNG 16.2 (1) ◎：2006年度以降運転開始 千葉県富津市新富２５ 千葉県 ●

JERA 富津火力発電所 2号系列7軸 GTCC (2a) LNG 16.0 (1) ◎：2006年度以降運転開始 千葉県富津市新富２５ 千葉県 ●

JERA 富津火力発電所 1-1号系列 GTCC (2a) LNG 16.7 (1) ◎：2006年度以降運転開始 千葉県富津市新富２５ 千葉県 ●

JERA 富津火力発電所 1-2号系列 GTCC (2a) LNG 16.7 (1) ◎：2006年度以降運転開始 千葉県富津市新富２５ 千葉県 ●

JERA 富津火力発電所 1-3号系列 GTCC (2a) LNG 16.7 (1) ◎：2006年度以降運転開始 千葉県富津市新富２５ 千葉県 ●

JERA 富津火力発電所 1-4号系列 GTCC (2a) LNG 16.7 (1) ◎：2006年度以降運転開始 千葉県富津市新富２５ 千葉県 ●

JERA 富津火力発電所 1-5号系列 GTCC (2a) LNG 16.5 (1) ◎：2006年度以降運転開始 千葉県富津市新富２５ 千葉県 ●

JERA 富津火力発電所 1-6号系列 GTCC (2a) LNG 16.7 (1) ◎：2006年度以降運転開始 千葉県富津市新富２５ 千葉県 ●

千葉袖ケ浦パワー 千葉袖ヶ浦火力発電所 1、2号機 CC (2a) LNG 200.0 (2) 〇：2006年度以降運転開始×未運開 千葉県袖ケ浦市中袖３番地１ 千葉県

JERA 富津火力発電所 2-1号系列 GTCC (2a) LNG 16.5 (8) ×：廃止または長期計画停止 千葉県富津市新富２５ 千葉県

JERA 袖ケ浦火力発電所
1-1～1-102
号

DE (2a) LNG 11.2 (8) ×：廃止または長期計画停止 千葉県袖ケ浦市中袖２-１ 千葉県

F-POWER 新中袖発電所 - GTCC (2b) LNG×都市ガス 11.2 (1) ◎：2006年度以降運転開始 千葉県袖ケ浦市中袖5番2号 千葉県 ●

ベイサイドエナジー 市原発電所 GTCC (2b) LNG×都市ガス 10.8 (3) △：2005年度以前運転開始 千葉県市原市五井南海岸 千葉県

五井コーストエナジー 五井発電所 1軸 GTCC (2b) LNG×都市ガス 11.2 (3) △：2005年度以前運転開始
千葉県市原市五井海岸５番地の９（チッソ石油化学五井製造所
内）

千葉県

市原パワー 市原発電所 GTCC (2b) LNG×都市ガス 11.0 (3) △：2005年度以前運転開始 千葉県市原市八幡海岸通１番地（三井造船千葉事業所内） 千葉県

中袖クリーンパワー 中袖クリーンパワー発電所 GTCC (2b) LNG×都市ガス 10.0 (1) ◎：2006年度以降運転開始 千葉県袖ケ浦市中袖５−１ 千葉県 ●

美浜シーサイドパワー 新港発電所 GTCC (2b) LNG×都市ガス 10.5 (3) △：2005年度以前運転開始 千葉県千葉市美浜区新港 千葉県

君津共同火力 君津共同発電所 3号機 BTG (3) 石油 12.2 (3) △：2005年度以前運転開始 千葉県君津市君津１ 千葉県

君津共同火力 君津共同発電所 4号機 BTG (3) 石油 12.2 (3) △：2005年度以前運転開始 千葉県君津市君津１ 千葉県

君津共同火力 君津共同発電所 2号機 BTG (3) 石油 12.5 (9) ×：2020年度以前廃止済み 千葉県君津市君津１ 千葉県
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東京都 大規模火力発電所（10万kW以上）

系統混雑状況と大規模火力発電所（10万kW以上）の立地構造

事業者 発電所名 ユニット 発電形式 燃料種
供給出力
(万kW) 

2050年経過年数 所在地 都道府県
2050年時点
稼動想定

JERA 大井火力発電所 1号機 BTG (3) 石油 35.0 (8) ×：廃止または長期計画停止 東京都品川区八潮１-２-２ 東京都

JERA 大井火力発電所 2号機 BTG (3) 石油 35.0 (8) ×：廃止または長期計画停止 東京都品川区八潮１-２-２ 東京都

JERA 大井火力発電所 3号機 BTG (3) 石油 35.0 (8) ×：廃止または長期計画停止 東京都品川区八潮１-２-２ 東京都

JERA 品川火力 1-1号系列 GTCC (2a) LNG 38.0 (3) △：2005年度以前運転開始 東京都品川区東品川５-６-２２ 東京都

JERA 品川火力 1-2号系列 GTCC (2a) LNG 38.0 (3) △：2005年度以前運転開始 東京都品川区東品川５-６-２２ 東京都

JERA 品川火力 1-3号系列 GTCC (2a) LNG 38.0 (3) △：2005年度以前運転開始 東京都品川区東品川５-６-２２ 東京都

JERA 大井火力発電所 1号GT GT (2a) LNG 12.8 (8) ×：廃止または長期計画停止 東京都品川区八潮１-２-２ 東京都
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神奈川県 大規模火力発電所（10万kW以上）（1/2）

系統混雑状況と大規模火力発電所（10万kW以上）の立地構造

事業者 発電所名 ユニット 発電形式 燃料種
供給出力
(万kW) 

2050年経過年数 所在地 都道府県
2050年時点
稼動想定

電源開発 磯子火力発電所 新1号機 USC (1a) 石炭 10.3 (3) △：2005年度以前運転開始 神奈川県横浜市磯子区新磯子町３７-２ 神奈川県

電源開発 磯子火力発電所 新1号機 USC (1a) 石炭 49.7 (3) △：2005年度以前運転開始 神奈川県横浜市磯子区新磯子町３７-２ 神奈川県

電源開発 磯子火力発電所 新2号機 USC (1a) 石炭 46.6 (1) ◎：2006年度以降運転開始 神奈川県横浜市磯子区新磯子町３７-２ 神奈川県 ●

JERAパワー横須賀合同会社 横須賀火力発電所 1号機 USC (1a) 石炭 65.0 (2) 〇：2006年度以降運転開始×未運開 神奈川県横須賀市久里浜９-２-１ 神奈川県

JERAパワー横須賀合同会社 横須賀火力発電所 新2号機 USC (1a) 石炭 65.0 (2) 〇：2006年度以降運転開始×未運開 神奈川県横須賀市久里浜９-２-１ 神奈川県

電源開発 磯子火力発電所 新2号 (1a) 石炭 10.3 (7) ×：計画中止 神奈川県横浜市磯子区新磯子町３７-２ 神奈川県

電源開発 磯子火力発電所 新2号 (1a) 石炭 49.7 (1) ◎：2006年度以降運転開始 神奈川県横浜市磯子区新磯子町３７-２ 神奈川県 ●

電源開発 磯子火力発電所 新2号 (1a) 石炭 10.3 (1) ◎：2006年度以降運転開始 神奈川県横浜市磯子区新磯子町３７-２ 神奈川県 ●

JERA 川崎火力発電所 1-1 GTCC (2a) LNG 50.0 (1) ◎：2006年度以降運転開始 神奈川県川崎市川崎区千鳥町５番１号 神奈川県 ●

JERA 川崎火力発電所 1-2 GTCC (2a) LNG 50.0 (1) ◎：2006年度以降運転開始 神奈川県川崎市川崎区千鳥町５番１号 神奈川県 ●

JERA 川崎火力発電所 1-3 GTCC (2a) LNG 50.0 (1) ◎：2006年度以降運転開始 神奈川県川崎市川崎区千鳥町５番１号 神奈川県 ●

JERA 川崎火力発電所 2-1 GTCC (2a) LNG 50.0 (1) ◎：2006年度以降運転開始 神奈川県川崎市川崎区千鳥町５番１号 神奈川県 ●

JERA 川崎火力発電所 1号GT GT (2a) LNG 12.8 (8) ×：廃止または長期計画停止 神奈川県川崎市川崎区千鳥町５番１号 神奈川県

JERA 東扇島火力 1号機 BTG (2a) LNG 100.0 (3) △：2005年度以前運転開始 神奈川県川崎市川崎区東扇島３ 神奈川県

JERA 東扇島火力 2号機 BTG (2a) LNG 100.0 (3) △：2005年度以前運転開始 神奈川県川崎市川崎区東扇島３ 神奈川県

JERA 南横浜火力 1号機 BTG (2a) LNG 35.0 (3) △：2005年度以前運転開始 神奈川県横浜市磯子区新磯子町３７-１ 神奈川県

JERA 南横浜火力 2号機 BTG (2a) LNG 35.0 (3) △：2005年度以前運転開始 神奈川県横浜市磯子区新磯子町３７-１ 神奈川県

JERA 南横浜火力 3号機 BTG (2a) LNG 45.0 (3) △：2005年度以前運転開始 神奈川県横浜市磯子区新磯子町３７-１ 神奈川県

JERA 横浜火力発電所 7-1 GTCC (2a) LNG 35.0 (8) ×：廃止または長期計画停止 神奈川県横浜市鶴見区大黒町１１-１ 神奈川県

JERA 横浜火力発電所 7-2 GTCC (2a) LNG 37.7 (3) △：2005年度以前運転開始 神奈川県横浜市鶴見区大黒町１１-１ 神奈川県

JERA 横浜火力発電所 7-3 GTCC (2a) LNG 37.7 (3) △：2005年度以前運転開始 神奈川県横浜市鶴見区大黒町１１-１ 神奈川県

JERA 横浜火力発電所 7-4 GTCC (2a) LNG 35.0 (8) ×：廃止または長期計画停止 神奈川県横浜市鶴見区大黒町１１-１ 神奈川県

JERA 横浜火力発電所 8-1 GTCC (2a) LNG 37.7 (3) △：2005年度以前運転開始 神奈川県横浜市鶴見区大黒町１１-１ 神奈川県

JERA 横浜火力発電所 8-2 GTCC (2a) LNG 37.7 (3) △：2005年度以前運転開始 神奈川県横浜市鶴見区大黒町１１-１ 神奈川県

JERA 横浜火力発電所 5号機 BTG (2a) LNG 17.5 (9) ×：2020年度以前廃止済み 神奈川県横浜市鶴見区大黒町１１-１ 神奈川県

JERA 横浜火力発電所 6号機 BTG (2a) LNG 35.0 (9) ×：2020年度以前廃止済み 神奈川県横浜市鶴見区大黒町１１-１ 神奈川県

JERA 横浜火力発電所 8-3 ACC (2a) LNG 37.7 (1) ◎：2006年度以降運転開始 神奈川県横浜市鶴見区大黒町１１-１ 神奈川県 ●

JERA 横浜火力発電所 8-4 ACC (2a) LNG 37.7 (1) ◎：2006年度以降運転開始 神奈川県横浜市鶴見区大黒町１１-１ 神奈川県 ●

東日本旅客鉄道 JR東日本川崎火力発電所 2号機 GTCC (2a) LNG 18.7 (3) △：2005年度以前運転開始 神奈川県川崎市川崎区扇町８番３号 神奈川県

東日本旅客鉄道 JR東日本川崎火力発電所 3号機 GTCC (2a) LNG 19.8 (3) △：2005年度以前運転開始 神奈川県川崎市川崎区扇町８番３号 神奈川県

東京ガス横須賀パワー 横須賀パワーステーション GTCC (2a) LNG 24.0 (3) △：2005年度以前運転開始 神奈川県横須賀市浦郷町５丁目２９３１−７０ 神奈川県

川崎天然ガス発電 川崎天然ガス発電所 1号機 GTCC (2a) LNG 42.4 (1) ◎：2006年度以降運転開始 神奈川県川崎市川崎区扇町１２-１ 神奈川県 ●

川崎天然ガス発電 川崎天然ガス発電所 2号機 GTCC (2a) LNG 42.4 (1) ◎：2006年度以降運転開始 神奈川県川崎市川崎区扇町１２-１ 神奈川県 ●

扇島パワー 扇島パワーステーション 1号機 GTCC (2a) LNG 40.7 (1) ◎：2006年度以降運転開始 神奈川県横浜市鶴見区扇島２番１ 神奈川県 ●

扇島パワー 扇島パワーステーション 2号機 GTCC (2a) LNG 40.7 (1) ◎：2006年度以降運転開始 神奈川県横浜市鶴見区扇島２番１ 神奈川県 ●
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神奈川県 大規模火力発電所（10万kW以上）（2/2）

系統混雑状況と大規模火力発電所（10万kW以上）の立地構造

事業者 発電所名 ユニット 発電形式 燃料種
供給出力
(万kW) 

2050年経過年数 所在地 都道府県
2050年時点
稼動想定

JERA 川崎火力発電所 2-2 MACC (2a) LNG 71 0 (1) ◎：2006年度以降運転開始 神奈川県川崎市川崎区千鳥町５番１号 神奈川県 ●

JERA 川崎火力発電所 2-3 MACC (2a) LNG 71 0 (1) ◎：2006年度以降運転開始 神奈川県川崎市川崎区千鳥町５番１号 神奈川県 ●

JERA 横浜火力発電所 7-1 ACC (2a) LNG 37.7 (1) ◎：2006年度以降運転開始 神奈川県横浜市鶴見区大黒町１１-１ 神奈川県 ●

JERA 横浜火力発電所 7-3 ACC (2a) LNG 37.7 (1) ◎：2006年度以降運転開始 神奈川県横浜市鶴見区大黒町１１-１ 神奈川県 ●

JERA 横浜火力発電所 7-4 ACC (2a) LNG 37.7 (1) ◎：2006年度以降運転開始 神奈川県横浜市鶴見区大黒町１１-１ 神奈川県 ●

JERA 横浜火力発電所 8-1 ACC (2a) LNG 37.7 (1) ◎：2006年度以降運転開始 神奈川県横浜市鶴見区大黒町１１-１ 神奈川県 ●

JERA 横浜火力発電所 8-2 ACC (2a) LNG 37.7 (1) ◎：2006年度以降運転開始 神奈川県横浜市鶴見区大黒町１１-１ 神奈川県 ●

東日本旅客鉄道 川崎火力発電所 新1号 GTCC (2a) LNG 21.1 (2) 〇：2006年度以降運転開始×未運開 神奈川県川崎市川崎区扇町８番３号 神奈川県

東日本旅客鉄道 川崎火力発電所 5号 GTCC (2a) LNG 21.1 (2) 〇：2006年度以降運転開始×未運開 神奈川県川崎市川崎区扇町８番３号 神奈川県

扇島パワー 扇島パワーステーション 3号 GTCC (2a) LNG 40.7 (1) ◎：2006年度以降運転開始 神奈川県横浜市鶴見区扇島２番１ 神奈川県 ●

JERA 横浜火力発電所 8-3 GTCC (2a) LNG 35 0 (8) ×：廃止または長期計画停止 神奈川県横浜市鶴見区大黒町１１-１ 神奈川県

JERA 横浜火力発電所 8-4 GTCC (2a) LNG 35 0 (8) ×：廃止または長期計画停止 神奈川県横浜市鶴見区大黒町１１-１ 神奈川県

JERA 横須賀火力発電所 2号GT GT (2a) LNG 14.4 (8) ×：廃止または長期計画停止 神奈川県横須賀市久里浜９-２-１ 神奈川県

JERA 川崎火力発電所 1号GT GT (2a) LNG 12 8 (8) ×：廃止または長期計画停止 神奈川県川崎市川崎区千鳥町５番１号 神奈川県

川崎天然ガス発電 東扇島 GTCC (2a) LNG 130.0 (2) 〇：2006年度以降運転開始×未運開 神奈川県川崎市川崎区扇町１２-１ 神奈川県

東日本旅客鉄道 JR東日本川崎火力発電所 1号機 GTCC (3) 石油 14.4 (9) ×：2020年度以前廃止済み 神奈川県川崎市川崎区扇町８番３号 神奈川県

JXエネルギー株式会社 JX日鉱日石エネルギー根岸製油所 GTCC (3) 石油 34 2 (3) △：2005年度以前運転開始 神奈川県横浜市磯子区鳳町１番１号 神奈川県

ジェネックス ジェネックス水江発電所 BTG (3) 石油 23 8 (3) △：2005年度以前運転開始 神奈川県川崎市川崎区水江町3番1号 神奈川県

昭和電工 昭和電工川崎事業所 BTG (3) 石油 12.4 (3) △：2005年度以前運転開始 神奈川県川崎市川崎区扇町５-１ 神奈川県

JERA 横須賀火力発電所 3号機 BTG (3) 石油 35 0 (8) ×：廃止または長期計画停止 神奈川県横須賀市久里浜９-２-１ 神奈川県

JERA 横須賀火力発電所 4号機 BTG (3) 石油 35 0 (8) ×：廃止または長期計画停止 神奈川県横須賀市久里浜９-２-１ 神奈川県

JERA 横須賀火力発電所 7号機 BTG (3) 石油 35 0 (8) ×：廃止または長期計画停止 神奈川県横須賀市久里浜９-２-１ 神奈川県

JERA 横須賀火力発電所 8号機 BTG (3) 石油 35 0 (8) ×：廃止または長期計画停止 神奈川県横須賀市久里浜９-２-１ 神奈川県
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山梨県 大規模火力発電所（10万kW以上）

系統混雑状況と大規模火力発電所（10万kW以上）の立地構造

◼ 10万kW以上火力なし
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静岡県 大規模火力発電所（10万kW以上）

系統混雑状況と大規模火力発電所（10万kW以上）の立地構造

事業者 発電所名 ユニット 発電形式 燃料種
供給出力
(万kW) 

2050年経過年数 所在地 都道府県 2050年稼働フラグ

鈴川エネルギーセンター 鈴川エネルギーセンター - BTG (1a) 石炭 11.2 (1) ◎：2006年度以降運転開始 静岡県富士市今井４丁目（日本製紙富士工場鈴川の敷地内） 静岡県 ●

JXエネルギー株式会社 清水天然ガス発電所

※1～3号機が
あるがユニットご
との出力は不
明（58×2，
54）

GTCC (2a) LNG 58.0 (7) ×：計画中止 静岡県静岡市清水区袖師町１９００番地 静岡県

JXエネルギー株式会社 清水天然ガス発電所

※1～3号機が
あるがユニットご
との出力は不
明（58×2，
54）

GTCC (2a) LNG 58.0 (7) ×：計画中止 静岡県静岡市清水区袖師町１９００番地 静岡県

JXエネルギー株式会社 清水天然ガス発電所

※1～3号機が
あるがユニットご
との出力は不
明（58×2，
54）

GTCC (2a) LNG 54.0 (7) ×：計画中止 静岡県静岡市清水区袖師町１９００番地 静岡県



44Copyright（C） Nomura Research Institute, Ltd. All rights reserved.

福島県 大規模火力発電所（10万kW以上）

系統混雑状況と大規模火力発電所（10万kW以上）の立地構造

事業者 発電所名 ユニット 発電形式 燃料種
供給出力
(万kW) 

2050年経過年数 所在地 都道府県
2050年時点
稼動想定

東北電力株式会社 原町火力 1号機 USC (1a) 石炭 100.0 (3) △：2005年度以前運転開始 福島県南相馬市原町区金沢字大船５４ 福島県

東北電力株式会社 原町火力 2号機 USC (1a) 石炭 100.0 (3) △：2005年度以前運転開始 福島県南相馬市原町区金沢字大船５４ 福島県

常盤共同火力株式会社 勿来発電所 10号機 IGCC (1a) 石炭 14.2 (1) ◎：2006年度以降運転開始 福島県いわき市佐糖町大島２０ 福島県 ●

常盤共同火力株式会社 勿来発電所 7号機 Sub-C (1a) 石炭 11.9 (3) △：2005年度以前運転開始 福島県いわき市佐糖町大島２０ 福島県

常盤共同火力株式会社 勿来発電所 7号機 Sub-C (1a) 石炭 11.9 (3) △：2005年度以前運転開始 福島県いわき市佐糖町大島２０ 福島県

常盤共同火力株式会社 勿来発電所 8号機 SC (1a) 石炭 28.2 (3) △：2005年度以前運転開始 福島県いわき市佐糖町大島２０ 福島県

常盤共同火力株式会社 勿来発電所 8号機 SC (1a) 石炭 28.2 (3) △：2005年度以前運転開始 福島県いわき市佐糖町大島２０ 福島県

常盤共同火力株式会社 勿来発電所 9号機 SC (1a) 石炭 28.2 (3) △：2005年度以前運転開始 福島県いわき市佐糖町大島２０ 福島県

常盤共同火力株式会社 勿来発電所 9号機 SC (1a) 石炭 28.2 (3) △：2005年度以前運転開始 福島県いわき市佐糖町大島２０ 福島県

相馬共同火力発電株式会社 新地発電所 1号機 SC (1a) 石炭 50.0 (3) △：2005年度以前運転開始 福島県相馬郡新地町駒ケ嶺字今神１６１-３（相馬港４ 号埠頭） 福島県

相馬共同火力発電株式会社 新地発電所 1号機 SC (1a) 石炭 50.0 (3) △：2005年度以前運転開始 福島県相馬郡新地町駒ケ嶺字今神１６１-３（相馬港４ 号埠頭） 福島県

相馬共同火力発電株式会社 新地発電所 2号機 SC (1a) 石炭 50.0 (3) △：2005年度以前運転開始 福島県相馬郡新地町駒ケ嶺字今神１６１-３（相馬港４ 号埠頭） 福島県

相馬共同火力発電株式会社 新地発電所 2号機 SC (1a) 石炭 50.0 (3) △：2005年度以前運転開始 福島県相馬郡新地町駒ケ嶺字今神１６１-３（相馬港４ 号埠頭） 福島県

JERA 広野火力発電所 5号機 USC (1a) 石炭 60.0 (3) △：2005年度以前運転開始 福島県双葉郡広野町大字下北迫字二ツ沼５８ 福島県

JERA 広野火力発電所 6号機 USC (1a) 石炭 60.0 (1) ◎：2006年度以降運転開始 福島県双葉郡広野町大字下北迫字二ツ沼５８ 福島県 ●

エイブル - - USC (1a) 石炭 11.2 (1) ◎：2006年度以降運転開始 福島県いわき市好間工業団地２４－６ 福島県 ●

相馬エネルギーパーク合同会社 相馬石炭・バイオマス - SUB-C (1a) 石炭 11.2 (1) ◎：2006年度以降運転開始 福島県相馬市光陽２丁目２番３０号 福島県 ●

勿来IGCCパワー 福島復興IGCC（勿来） IGCC (1a) 石炭 54.3 (2) 〇：2006年度以降運転開始×未運開 福島県いわき市佐糠町大島２０ 福島県

相馬共同火力発電株式会社 - - SUB-C (1a) 石炭 11.2 (2) 〇：2006年度以降運転開始×未運開 福島県相馬市光陽１丁目１－１ 福島県

広野IGCCパワー 福島復興IGCC（広野） 1号系列 IGCC (1a) 石炭 54.3 (2) 〇：2006年度以降運転開始×未運開 福島県双葉郡広野町大字下北迫字二ツ沼５８ 福島県

福島ガス発電 福島天然ガス発電所 1号機 GTCC (2a) LNG 59.0 (1) ◎：2006年度以降運転開始 福島県相馬郡新地町駒ケ嶺字今神１６１-３（相馬港４ 号埠頭） 福島県 ●

福島ガス発電 福島天然ガス発電所 2号機 GTCC (2a) LNG 59.0 (1) ◎：2006年度以降運転開始 福島県相馬郡新地町駒ケ嶺字今神１６１-３（相馬港４ 号埠頭） 福島県 ●

常盤共同火力株式会社 勿来発電所 6号機 BTG (3) 石油 17.5 (9) ×：2020年度以前廃止済み 福島県いわき市佐糖町大島２０ 福島県

JERA 広野火力発電所 1号機 BTG (3) 石油 60.0 (8) ×：廃止または長期計画停止 福島県双葉郡広野町大字下北迫字二ツ沼５８ 福島県

JERA 広野火力発電所 2号機 BTG (3) 石油 60.0 (8) ×：廃止または長期計画停止 福島県双葉郡広野町大字下北迫字二ツ沼５８ 福島県

JERA 広野火力発電所 3号機 BTG (3) 石油 100.0 (8) ×：廃止または長期計画停止 福島県双葉郡広野町大字下北迫字二ツ沼５８ 福島県

JERA 広野火力発電所 4号機 BTG (3) 石油 100.0 (8) ×：廃止または長期計画停止 福島県双葉郡広野町大字下北迫字二ツ沼５８ 福島県
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長野県 大規模火力発電所（10万kW以上）

系統混雑状況と大規模火力発電所（10万kW以上）の立地構造

◼ 10万kW以上火力なし
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新潟県 大規模火力発電所（10万kW以上）

系統混雑状況と大規模火力発電所（10万kW以上）の立地構造

事業者 発電所名 ユニット 発電形式 燃料種
供給出力
(万kW) 

2050年経過年数 所在地 都道府県
2050年時点
稼動想定

糸魚川発電 糸魚川発電所 SUB-C (1a) 石炭 14.9 (3) △：2005年度以前運転開始 新潟県糸魚川市上刈７丁目１−１ 新潟県

東北電力株式会社 新潟火力 4号機 BTG (2a) LNG 25.0 (9) ×：2020年度以前廃止済み 新潟県新潟市東区桃山町２丁目２００ 新潟県

東北電力株式会社 東新潟火力発電所 1号機 BTG (2a) LNG 60.0 (3) △：2005年度以前運転開始 新潟県北蒲原郡聖籠町東港１-１-１５５ 新潟県

東北電力株式会社 東新潟火力発電所 2号機 BTG (2a) LNG 60.0 (3) △：2005年度以前運転開始 新潟県北蒲原郡聖籠町東港１-１-１５５ 新潟県

東北電力株式会社 東新潟火力発電所 3-1号機 GTCC (2a) LNG 19.4 (3) △：2005年度以前運転開始 新潟県北蒲原郡聖籠町東港１-１-１５５ 新潟県

東北電力株式会社 東新潟火力発電所 3-1号機 GTCC (2a) LNG 13.7 (3) △：2005年度以前運転開始 新潟県北蒲原郡聖籠町東港１-１-１５５ 新潟県

東北電力株式会社 東新潟火力発電所 3-1号機 GTCC (2a) LNG 13.7 (3) △：2005年度以前運転開始 新潟県北蒲原郡聖籠町東港１-１-１５５ 新潟県

東北電力株式会社 東新潟火力発電所 3-1号機 GTCC (2a) LNG 13.7 (3) △：2005年度以前運転開始 新潟県北蒲原郡聖籠町東港１-１-１５５ 新潟県

東北電力株式会社 東新潟火力発電所 3-2号機 GTCC (2a) LNG 19.4 (3) △：2005年度以前運転開始 新潟県北蒲原郡聖籠町東港１-１-１５５ 新潟県

東北電力株式会社 東新潟火力発電所 3-2号機 GTCC (2a) LNG 13.7 (3) △：2005年度以前運転開始 新潟県北蒲原郡聖籠町東港１-１-１５５ 新潟県

東北電力株式会社 東新潟火力発電所 3-2号機 GTCC (2a) LNG 13.7 (3) △：2005年度以前運転開始 新潟県北蒲原郡聖籠町東港１-１-１５５ 新潟県

東北電力株式会社 東新潟火力発電所 3-2号機 GTCC (2a) LNG 13.7 (3) △：2005年度以前運転開始 新潟県北蒲原郡聖籠町東港１-１-１５５ 新潟県

東北電力株式会社 東新潟火力発電所 4-1号機 GTCC (2a) LNG 27.6 (3) △：2005年度以前運転開始 新潟県北蒲原郡聖籠町東港１-１-１５５ 新潟県

東北電力株式会社 東新潟火力発電所 4-1号機 GTCC (2a) LNG 27.5 (3) △：2005年度以前運転開始 新潟県北蒲原郡聖籠町東港１-１-１５５ 新潟県

東北電力株式会社 東新潟火力発電所 4-1号機 GTCC (2a) LNG 27.5 (3) △：2005年度以前運転開始 新潟県北蒲原郡聖籠町東港１-１-１５５ 新潟県

東北電力株式会社 東新潟火力発電所 4-2号機 GTCC (2a) LNG 28.4 (1) ◎：2006年度以降運転開始 新潟県北蒲原郡聖籠町東港１-１-１５５ 新潟県 ●

東北電力株式会社 東新潟火力発電所 4-2号機 GTCC (2a) LNG 29.5 (1) ◎：2006年度以降運転開始 新潟県北蒲原郡聖籠町東港１-１-１５５ 新潟県 ●

東北電力株式会社 東新潟火力発電所 4-2号機 GTCC (2a) LNG 29.5 (1) ◎：2006年度以降運転開始 新潟県北蒲原郡聖籠町東港１-１-１５５ 新潟県 ●

東北電力株式会社 東新潟火力発電所 5号機 GT (2a) LNG 33.9 (9) ×：2020年度以前廃止済み 新潟県北蒲原郡聖籠町東港１-１-１５５ 新潟県

東北電力株式会社 東新潟火力発電所 港1号機 BTG (2a) LNG 35.0 (3) △：2005年度以前運転開始 新潟県北蒲原郡聖籠町東港１-１-１５５ 新潟県

東北電力株式会社 東新潟火力発電所 港2号機 BTG (2a) LNG 35.0 (3) △：2005年度以前運転開始 新潟県北蒲原郡聖籠町東港１-１-１５５ 新潟県

JERA 上越火力 1-1 GTCC (2a) LNG 59.5 (1) ◎：2006年度以降運転開始 新潟県上越市八千浦２ 新潟県 ●

JERA 上越火力 1-2 GTCC (2a) LNG 59.5 (1) ◎：2006年度以降運転開始 新潟県上越市八千浦２ 新潟県 ●

JERA 上越火力 2-1 GTCC (2a) LNG 59.5 (1) ◎：2006年度以降運転開始 新潟県上越市八千浦２ 新潟県 ●

JERA 上越火力 2-2号 GTCC (2a) LNG 59.5 (1) ◎：2006年度以降運転開始 新潟県上越市八千浦２ 新潟県 ●

東北電力株式会社 上越火力発電所 1号 GTCC (2a) LNG 57.2 (2) 〇：2006年度以降運転開始×未運開 新潟県上越市 新潟県

日本テクノ 上越グリーンパワー 1～14基 GE (2b) LNG×都市ガス 10.9 (1) ◎：2006年度以降運転開始 新潟県上越市 新潟県 ●

フロンティアエネルギー新潟 フロンティアエネルギー新潟発電所 BTG (3) 石油 11.0 (3) △：2005年度以前運転開始 新潟県新潟市北区太郎代１３４５-５ 新潟県
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内陸部におけるコジェネ転換需要

モデル地域を対象とした初期仮説の構築｜コジェネ転換需要の整理

企業 脱炭素燃料利用に対する関心 工場 コジェネ設備概要／契約期間等（赤字2030年以前契約切れ）

自動車 ⚫ 自社の排出量削減目標の達成に向けて、コジェネ設備

（数台）の更新が控えており、足元で対応が必要な課

題も存在

 

自動車 ⚫ 特に熱分野の脱炭素化に向けた道筋が見えておらず、

内陸部における燃料アンモニアの利用におついても検討の

余地は十分あると想定。

⚫ 社内の技術部門とも連携しながら、コストの観点でも評

価をして、最適なシナリオを一緒に検討させてほしい（北

関東での会議体組成の可能性についても了解）。

⚫ コジェネ設備等の情報については、別途担当部署にて情

報を整理した上で共有する。

自動車 ⚫ 現在検討している構想では、マザー工場をコアとして、広

域の脱炭素分野の取組を、電力会社等とも連携しなが

ら推進している。

⚫ 他工場にもコジェネ設備を導入しており、脱炭素燃料の

活用・転換に関心あり。
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【参考】 京浜臨海部の主要な発電所

モデル地域を対象とした初期仮説の構築｜京浜臨海部｜直近の動向

事業者 発電所名 ユニット 供給出力 燃料種 発電形式 所在地 運転開始年 2050年稼働フラグ

JERA 川崎火力発電所 1-1 50.0 LNG火力 GTCC 神奈川県川崎市川崎区千鳥町５番１号 2009/2/5 ●

JERA 川崎火力発電所 1-2 50.0 LNG火力 GTCC 神奈川県川崎市川崎区千鳥町５番１号 2008/6/4 ●

JERA 川崎火力発電所 1-3 50.0 LNG火力 GTCC 神奈川県川崎市川崎区千鳥町５番１号 2007/6/15 ●

JERA 川崎火力発電所 2-1 50.0 LNG火力 GTCC 神奈川県川崎市川崎区千鳥町５番１号 2013/2/1 ●

JERA 東扇島火力 1号機 100.0 LNG火力 BTG 神奈川県川崎市川崎区東扇島３ 1987/9/1

JERA 東扇島火力 2号機 100.0 LNG火力 BTG 神奈川県川崎市川崎区東扇島３ 1991/3/1

JERA 南横浜火力 1号機 35.0 LNG火力 BTG 神奈川県横浜市磯子区新磯子町３７-１ 1970/5/1

JERA 南横浜火力 2号機 35.0 LNG火力 BTG 神奈川県横浜市磯子区新磯子町３７-１ 1970/4/1

JERA 南横浜火力 3号機 45.0 LNG火力 BTG 神奈川県横浜市磯子区新磯子町３７-１ 1973/5/1

JERA 横浜火力発電所 7-2 37.7 LNG火力 GTCC 神奈川県横浜市鶴見区大黒町１１-１ 1997/10/1

JERA 横浜火力発電所 7-3 37.7 LNG火力 GTCC 神奈川県横浜市鶴見区大黒町１１-１ 1997/1/1

JERA 横浜火力発電所 8-1 37.7 LNG火力 GTCC 神奈川県横浜市鶴見区大黒町１１-１ 1996/7/1

JERA 横浜火力発電所 8-2 37.7 LNG火力 GTCC 神奈川県横浜市鶴見区大黒町１１-１ 1997/2/1

JERA 横浜火力発電所 5号機 17.5 LNG火力 BTG 神奈川県横浜市鶴見区大黒町１１-１ 1964/3/1

JERA 横浜火力発電所 6号機 35.0 LNG火力 BTG 神奈川県横浜市鶴見区大黒町１１-１ 1968/6/1

JERA 横浜火力発電所 8-3 37.7 LNG火力 ACC 神奈川県横浜市鶴見区大黒町１１-１ 2016/1/1 ●

JERA 横浜火力発電所 8-4 37.7 LNG火力 ACC 神奈川県横浜市鶴見区大黒町１１-１ 2016/5/1 ●

東日本旅客鉄道 JR東日本川崎火力発電所 1号機 14.4 石油火力 GTCC 神奈川県川崎市川崎区扇町８番３号 1981/1/1

東日本旅客鉄道 JR東日本川崎火力発電所 2号機 18.7 LNG火力 GTCC 神奈川県川崎市川崎区扇町８番３号 1993/5/1

東日本旅客鉄道 JR東日本川崎火力発電所 3号機 19.8 LNG火力 GTCC 神奈川県川崎市川崎区扇町８番３号 1999/4/1

電源開発 磯子火力発電所 新1号機 10.3 石炭火力 USC 神奈川県横浜市磯子区新磯子町３７-２ 2002/4/1

電源開発 磯子火力発電所 新1号機 49.7 石炭火力 USC 神奈川県横浜市磯子区新磯子町３７-２ 2002/4/1

電源開発 磯子火力発電所 新2号機 9.6 石炭火力 USC 神奈川県横浜市磯子区新磯子町３７-２ 2009/7/15 ●

電源開発 磯子火力発電所 新2号機 46.6 石炭火力 USC 神奈川県横浜市磯子区新磯子町３７-２ 2009/7/15 ●

ENEOS JX日鉱日石エネルギー根岸製油所 34.2 石油火力 GTCC 神奈川県横浜市磯子区鳳町１番１号 2003/1/1

ENEOS JX日鉱日石エネルギー横浜製造所 4.9 石油火力 GT 神奈川県横浜市神奈川区子安通３丁目390番地 2000/1/1

荏原製作所 藤沢工場第二発電所 5.5 都市ガス GTCC 神奈川県藤沢市本藤沢４丁目２－１ 1999/1/1

ジェネックス ジェネックス水江発電所 23.8 石油火力 BTG 神奈川県川崎市川崎区水江町3番1号 2003/1/1

昭和電工 昭和電工川崎事業所 12.4 石油火力 BTG 神奈川県川崎市川崎区扇町５-１ 1999/6/1

東京ガス横須賀パワー 横須賀パワーステーション 24.0 LNG火力 GTCC 神奈川県横須賀市浦郷町５丁目２９３１－７０ 2006/1/1

トーメンパワー寒川 寒川パワーステーション 6.7 石油火力 GTCC 神奈川県高座郡寒川町一之宮７丁目１０ 1999/1/1

川崎天然ガス発電 川崎天然ガス発電所 1号機 42.4 LNG火力 GTCC 神奈川県川崎市川崎区扇町１２-１ 2008/4/1 ●

川崎天然ガス発電 川崎天然ガス発電所 2号機 42.4 LNG火力 GTCC 神奈川県川崎市川崎区扇町１２-１ 2008/10/1 ●

扇島パワー 扇島パワーステーション 1号機 40.7 LNG火力 GTCC 神奈川県横浜市鶴見区扇島２番１ 2010/3/31 ●

扇島パワー 扇島パワーステーション 2号機 40.7 LNG火力 GTCC 神奈川県横浜市鶴見区扇島２番１ 2010/7/12 ●

JERA 川崎火力発電所 2-2 71.0 LNG火力 MACC 神奈川県川崎市川崎区千鳥町５番１号 2016/1/29 ●

JERA 川崎火力発電所 2-3 71.0 LNG火力 MACC 神奈川県川崎市川崎区千鳥町５番１号 2016/6/29 ●

JERA 横浜火力発電所 7-1 37.7 LNG火力 ACC 神奈川県横浜市鶴見区大黒町１１-１ 2016/7/1 ●

JERA 横浜火力発電所 7-3 37.7 LNG火力 ACC 神奈川県横浜市鶴見区大黒町１１-１ 2017/7/1 ●

JERA 横浜火力発電所 7-4 37.7 LNG火力 ACC 神奈川県横浜市鶴見区大黒町１１-１ 2016/12/1 ●

JERA 横浜火力発電所 8-1 37.7 LNG火力 ACC 神奈川県横浜市鶴見区大黒町１１-１ 2017/4/1 ●

JERA 横浜火力発電所 8-2 37.7 LNG火力 ACC 神奈川県横浜市鶴見区大黒町１１-１ 2017/12/12 ●

扇島パワー 扇島パワーステーション 3号 40.7 LNG火力 GTCC 神奈川県横浜市鶴見区扇島２番１ 2016/2/1 ●

JFE 扇島火力発電所 1号 25 副生ガス火力 GTCC 神奈川県川崎市川崎区扇島1-1 2019/12/1 ●

JFE 扇島火力発電所 2号 14.2 副生ガス火力 - 神奈川県川崎市川崎区扇島1-1 -

JFE 扇島火力発電所 3号 14.2 副生ガス火力 - 神奈川県川崎市川崎区扇島1-1 -

JFE 扇島火力発電所 4号 2.3 副生ガス火力 - 神奈川県川崎市川崎区扇島1-1 -

出所）各社公表資料等よりNRI作成
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【参考】 京浜臨海部の主要な発電所における次世代エネルギーの需要ポテンシャル

モデル地域を対象とした初期仮説の構築｜京浜臨海部｜直近の動向

◼ 2050年時点で運開していると想定される電源（2006年以降に運開）について、

ガス火力では水素混焼/専焼、石炭火力ではアンモニア混焼/専焼が行われる前提で算出。

出所）各社公表資料等よりNRI作成

事業者 発電所名 ユニット 供給出力 燃料種 発電形式 所在地 運転開始年
2050年

稼働フラグ

次世代エネルギー需要ポテンシャル [t-H2/年]

混焼率 20% 混焼率 50% 専焼

JERA 川崎火力発電所 1-1 50.0 LNG火力 GTCC 神奈川県川崎市川崎区千鳥町５番１号 2009/2/5 ● 28,525 71,312 142,623

JERA 川崎火力発電所 1-2 50.0 LNG火力 GTCC 神奈川県川崎市川崎区千鳥町５番１号 2008/6/4 ● 28,525 71,312 142,623

JERA 川崎火力発電所 1-3 50.0 LNG火力 GTCC 神奈川県川崎市川崎区千鳥町５番１号 2007/6/15 ● 28,525 71,312 142,623

JERA 川崎火力発電所 2-1 50.0 LNG火力 GTCC 神奈川県川崎市川崎区千鳥町５番１号 2013/2/1 ● 28,525 71,312 142,623

JERA 横浜火力発電所 8-3 37.7 LNG火力 ACC 神奈川県横浜市鶴見区大黒町１１-１ 2016/1/1 ● 21,508 53,769 107,538

JERA 横浜火力発電所 8-4 37.7 LNG火力 ACC 神奈川県横浜市鶴見区大黒町１１-１ 2016/5/1 ● 21,508 53,769 107,538

電源開発 磯子火力発電所 新2号機 9.6 石炭火力 USC 神奈川県横浜市磯子区新磯子町３７-２ 2009/7/15 ● 6,882 17,206 34,412

電源開発 磯子火力発電所 新2号機 46.6 石炭火力 USC 神奈川県横浜市磯子区新磯子町３７-２ 2009/7/15 ● 33,287 83,217 166,434

川崎天然ガス発電 川崎天然ガス発電所 1号機 42.4 LNG火力 GTCC 神奈川県川崎市川崎区扇町１２-１ 2008/4/1 ● 24,172 60,429 120,859

川崎天然ガス発電 川崎天然ガス発電所 2号機 42.4 LNG火力 GTCC 神奈川県川崎市川崎区扇町１２-１ 2008/10/1 ● 24,172 60,429 120,859

扇島パワー 扇島パワーステーション 1号機 40.7 LNG火力 GTCC 神奈川県横浜市鶴見区扇島２番１ 2010/3/31 ● 23,225 58,062 116,124

扇島パワー 扇島パワーステーション 2号機 40.7 LNG火力 GTCC 神奈川県横浜市鶴見区扇島２番１ 2010/7/12 ● 23,225 58,062 116,124

JERA 川崎火力発電所 2-2 71.0 LNG火力 MACC 神奈川県川崎市川崎区千鳥町５番１号 2016/1/29 ● 40,505 101,262 202,525

JERA 川崎火力発電所 2-3 71.0 LNG火力 MACC 神奈川県川崎市川崎区千鳥町５番１号 2016/6/29 ● 40,505 101,262 202,525

JERA 横浜火力発電所 7-1 37.7 LNG火力 ACC 神奈川県横浜市鶴見区大黒町１１-１ 2016/7/1 ● 21,508 53,769 107,538

JERA 横浜火力発電所 7-3 37.7 LNG火力 ACC 神奈川県横浜市鶴見区大黒町１１-１ 2017/7/1 ● 21,508 53,769 107,538

JERA 横浜火力発電所 7-4 37.7 LNG火力 ACC 神奈川県横浜市鶴見区大黒町１１-１ 2016/12/1 ● 21,508 53,769 107,538

JERA 横浜火力発電所 8-1 37.7 LNG火力 ACC 神奈川県横浜市鶴見区大黒町１１-１ 2017/4/1 ● 21,508 53,769 107,538

JERA 横浜火力発電所 8-2 37.7 LNG火力 ACC 神奈川県横浜市鶴見区大黒町１１-１ 2017/12/12 ● 21,508 53,769 107,538

扇島パワー 扇島パワーステーション 3号 40.7 LNG火力 GTCC 神奈川県横浜市鶴見区扇島２番１ 2016/2/1 ● 23,225 58,062 116,124

JFE 扇島火力発電所 1号 25 副生ガス火力 GTCC 神奈川県川崎市川崎区扇島1-1 2019/12/1 ● 14,262 35,656 71,312

合計 518,111 1,295,276 2,590,553

※ アンモニア混焼/専焼を想定する磯子火力発電所における需要ポテンシャルに、アンモニア需要量を熱量等価換算で水素需要量に換算。

京浜臨海部の主要な発電所における次世代エネルギー需要ポテンシャル
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主要企業との意見交換（１）

モデル地域の立地企業・有識者を対象としたヒアリング結果｜主要企業

# 日付 業種 概要

#1 12/1 自動車メーカー
⚫ 現状ガスを利用している部分の脱炭素化は課題として認識

⚫ 2025年更新予定のコジェネがあり、アンモニア専焼機に関心

#2 12/2 電力会社 ⚫ 次世代エネルギーの供給についてはスケールの大きい構想であり、是非関わっていきたい

#3 12/6 電力会社
⚫ 既存の石炭火力火力は重要電源という位置づけ

⚫ 都心部では敷地の制約もありバイオマスの混焼が当座は現実的なオプションとなりうる

#4 12/8 電力会社
⚫ 京浜臨海部北エリア（川崎）における検討を優先（2030年に間に合うか）

⚫ 南エリア（南横浜火力）等のリプレースは2020年代後半以降に検討

#5 12/12 窯業土石メーカー ⚫ アンモニアの燃焼に関する実証への参画を検討・実施

#6 12/12 自動車メーカー ⚫ 3工場を現地視察。貨物コンテナの設置スペースなど、活用可能な敷地のポテンシャルが大きい。

#7 12/12 自動車メーカー ⚫ 1工場を現地視察。活用可能な敷地のポテンシャルが大きい。

#8 12/12 自動車部品メーカー ⚫ 1工場を現地視察

#9 12/12 自動車部品メーカー ⚫ 1工場を現地視察

#10 12/12 鉄鋼メーカー ⚫ 1工場を現地視察。排ガス・蒸気の発生量からエネルギー消費量の大きさが伺える。

#11 12/12 窯業土石メーカー ⚫ 1工場を現地視察
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主要企業との意見交換（２）

モデル地域の立地企業・有識者を対象としたヒアリング結果｜主要企業

# 日付 業種 概要

#12 12/13 鉄鋼メーカー ⚫ 1工場を現地視察。排ガス・蒸気の発生量からエネルギー消費量の大きさが伺える。

#13 12/13 たばこメーカー ⚫ 1工場を現地視察

#14 12/13 半導体材料メーカー ⚫ 1工場を現地視察

#15 12/13 機械メーカー ⚫ 1工場を現地視察。平出工業団地のエネルギー消費量は限定的と想定される。

#16 12/13 ガス会社 ⚫ 工業団地向けのエネルギー供給設備を現地視察

#17 12/13 食品メーカー ⚫ 1工場を現地視察。上記設備からエネルギー供給を受けている。

#18 12/13 電気機器メーカー ⚫ 1工場を現地視察。上記設備からエネルギー供給を受けている。

#19 12/13 窯業土石メーカー ⚫ 1工場を現地視察。

#20 12/15 石油元売
⚫ MCHによるブルー水素の供給を想定

⚫ 陸揚候補地は決まっておらず、横浜・川崎・茨城などが候補となりうる

#21 12/20 自動車メーカー
⚫ 再エネ電力を工場内オンサイトの発電と電力会社からの調達で賄う方針

⚫ アンモニアの調達等に一定の関心あり

#22 12/21 自動車メーカー
⚫ 横浜工場：コジェネ／更新時期で延長（TGES）

⚫ 栃木工業：敷地に余裕があり、コジェネの新設対応も可能
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主要企業との意見交換（３）

モデル地域の立地企業・有識者を対象としたヒアリング結果｜主要企業

# 日付 業種 概要

#23 12/22 自動車メーカー ⚫ コジェネ設備仕様及び契約・更新に関する情報交換を実施

#24 1/12 自動車メーカー ⚫ コジェネ設備仕様及び契約・更新に関する情報交換を実施

#25 1/13 電力会社 ⚫ 茨城県におけるアンモニアWGの設置ついて了解

#26 1/16 自動車メーカー ⚫ コジェネ設備仕様及び契約・更新に関する情報交換を実施

#27 1/24 窯業土石メーカー ⚫ 窯におけるアンモニアの燃焼技術を検討中

#28 1/24 自動車部品メーカー
⚫ 電力の脱炭素化が重要課題だが、自社でコジェネの設備投資を行うことは難しいため、

臨海部か、内陸の共同発電設備等からクリーンな電力を供給してほしい

#29 1/30 電力会社
⚫ 内陸部を含むエネルギー需要家のニーズに応えるという観点で、アンモニア等の次世代エネルギーのサプ

ライチェーン構築に関しても先行して検討を進めるべき内容と理解

#30 2/6 化学メーカー

⚫ アンモニアの輸送については、内陸・都市部を含めてローリー・ボンベ・船舶等で取り扱っている実績があ

り、量と規制のバランスは必要だが、ハンドリングに関する懸念は小さい

⚫ アンモニア専焼コジェネ向けのアンモニア供給に関しては、混焼であれば問題ない、2MWのコジェネで

あっても専焼の場合、ISOコンテナやローリーでの供給は可搬量の観点から容易でない（河川の取り扱

い・住民対応などもボトルネックとなりうる）

#31 2/6 鉄鋼メーカー
⚫ 内陸にアンモニアコジェネ発電所を新設するなど、安くてクリーンな電力調達に係るエリア大の検討・取

組についても関心がある
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主要企業との意見交換（４）

モデル地域の立地企業・有識者を対象としたヒアリング結果｜主要企業

# 日付 業種 概要

#32 2/9 建機メーカー
⚫ アンモニアの導入に向けた時間軸・必要インフラ/設備に関する整理は必要だが、敷地に余裕もあるた

め、小規模実証等への協力の可能性もある

#33 2/14 鉄鋼メーカー

⚫ 使用エネルギーの大半が電力由来で、現状はほぼ100％を系統から購入（再エネ化を進める方針）

⚫ アンモニアを燃料とする共同発電所の設置・PPAスキームについては、価格次第ではあるが、排出係数

を下げる方向の取組には関心があり、検討の対象になりうる

#34 2/20
半導体材料

メーカー

⚫ エネルギー消費の大半は電力であり、周辺エリアにアンモニア電源が設置されるオプションに関しても、

脱炭素化に向けてとりうる選択肢が増える観点・BCPの観点で、メリットがある

#35 2/21 自動車メーカー
⚫ コジェネの使用量は将来的に最小限にしていく方針だが、CO2削減量・コストの観点でメリットがあれ

ば、水素・アンモニアへの燃料転換もありうる

#36 2/22 電力会社
⚫ オンサイトで次世代燃料を活用する提案を行う方向性にシフトすることも考えている

⚫ アンモニアWGへ参画予定の企業については重要顧客であり積極的に関与したい

#37 2/22 電力会社

⚫ 内陸部向けのアンモニア供給について、ISOコンテナを活用して貨車で輸送する方法は、安全性・コスト

の観点で違和感なく適当なアプローチと想定

⚫ 自社としても、アンモニアの周辺地域への供給には関心がある

#38 3/6 自動車メーカー
⚫ 茨城のアンモニアWGについてインプット（構想＋連携シナリオ）

⚫ オブザーバーとして参画することを前向きに検討いただく方向性

#39 3/7 自動車メーカー
⚫ 茨城のアンモニアWGについてインプット（構想＋連携シナリオ）

⚫ オブザーバーとして参画することを前向きに検討いただく方向性

#40 3/10 自動車メーカー
⚫ 茨城のアンモニアWGについてインプット（構想＋連携シナリオ）

⚫ オブザーバーとして参画することを前向きに検討いただく方向性
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有識者との意見交換

モデル地域の立地企業・有識者を対象としたヒアリング結果｜有識者

# 日付 業種 概要

#1 1/12 橘川先生
⚫ 北関東でのアンモニア構想は興味深い

⚫ ガス業界との連携や、サプライチェーンの中間に位置する事業者の巻き込みも検討した方が良い

#2 1/12 辻村先生
⚫ 熱需要がある食品業界にもアンモニア専焼コジェネは適合する可能性があるため、

今後の検討の中でニーズを顕在化できると良い

#3 1/18 壱岐先生 ⚫ アンモニアの原料用途（窒素肥料・尿素の原料など）への拡大も将来的に検討できると良い

#4 1/19 石油開発 ⚫ アンモニア等のローリー供給については今後の検討事項（LNGのローリー供給実績もなし）

#5 1/23 石油元売
⚫ 需要・安全の観点からアンモニアの内陸輸送は、足元で検討対象外

⚫ ISOコンテナの運用についても規制面で一定のハードルがある

#6 1/25 平野先生

⚫ 茨城県を起点に内陸部も対象としたアンモニアのサプライチェーンを構築する方向性に違和感はない

⚫ アンモニアの内陸輸送にあたっては、ローリーの運転手確保の問題も将来的に顕在化しうるため、貨車

輸送を含めインフラ整備の検討が必要かもしれない

#7 1/31 岡崎先生

⚫ アンモニアは、臨海部の発電所等における大規模利用には適しているが、ローリー等を活用した小規模

輸送については安全の観点でネガティブな立場

⚫ 大規模なアンモニアの受入に対応できる技術力を持っている需要家でない限り、アンモニアの漏洩リス

クを負うことは簡単ではない

#8 2/15 貨物運送会社

⚫ メタノールをISOコンテナを積んだ貨車で供給している実績がある

⚫ アンモニアの貨物運送事例や、駅内貯留所等に関する法制度については確認が必要だが、既存の貨

物ターミナルの整備状況を踏まえると、神栖から宇都宮が最適ルートと想定
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主要企業・有識者・プロバイダとの意見交換

ヒアリング調査結果

主なコメント／インテンション

内
陸
部
立
地
企
業

機械 ⚫ 2030年までに更新予定のコジェネあり。アンモニア専焼機に関心

機械 ⚫ 再エネ電力を工場内オンサイト、電力会社などから調達。アンモニア調達等に関心あり、協力する

機械 ⚫ コジェネ／更新時期で延長／敷地余裕あり。電力会社にクリーン電力調達を相談。

機械 ⚫ コジェネを工場に設置。将来的に使用量を必要最小限にしていきながら、メリットがあれば、水素・アンモニアへの燃料転換もありうる

機械 ⚫ アンモニアSC構築の時間軸・必要インフラ/設備に関する整理は必要だが、敷地に余裕もあるため実証等も含めへの協力の可能性もある。

鉄鋼 ⚫ 内陸にアンモニアコジェネ発電所を新設するなど、安くてクリーンな電力調達に係るエリア大の検討・取組についても関心がある。

鉄鋼 ⚫ アンモニアを燃料とする共同発電所の設置・PPAスキームについては、価格次第ではあるが、排出係数を下げる方向の取組には関心ある。

半導体 ⚫ アンモニア電源が設置されるオプションに関しても、脱炭素化に向けてとりうる選択肢が増える観点・BCPの観点でも、メリットのある話と捉えた

有
識
者

橘川先生 ⚫ 北関東でのアンモニア構想は興味深い。他の自動車会社にも話してほしい。

辻村先生 ⚫ 熱需がある食品業界にも専焼コジェネも適合。ニーズ顕在化できれば。

平野先生
⚫ 茨城県を起点として内陸部も対象としたアンモニアのサプライチェーンを構築する方向性に違和感はない。

⚫ アンモニアの内陸輸送にあたっては、ローリーの運転手確保の問題も将来的に顕在化しうるため、貨車輸送を含めインフラ整備の検討が必要では。

壱岐先生 ⚫ SC構築は必要。さらには、原料用途（窒素肥料・尿素の原料など）への拡大も将来的に検討できると良い。

プ
ロ
バ
イ
ダ

電力
⚫ 内陸部向けのアンモニア供給について、ISOコンテナを活用して貨車で輸送する方法は、安全性・コストの観点で違和感なく適当なアプローチと思う。

⚫ 当社としても周辺地域への供給には関心あり協力可能。

電力 ⚫ オンサイトで次世代燃料を活用する提案に対応することも検討しており積極的にSC構築に協力したい。

輸送 ⚫ 神栖から宇都宮が最適ルート（駅側のトップリフター等）。アンモニア貨物運送事例及び駅内貯留所等に関する法制度等の説明あり。

石油 ⚫ ISOコンテナによるアンモニア輸送を実証。規制面で一定のハードルあるので対応必要。
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内陸部への液化アンモニア輸送スキーム

アンモニアSC構築の動き 内陸部輸送

◼アンモニアの貨物輸送に関しては数が少ないものの運用事例あり。最大で20両のコンテナ輸送可能

◼トラック→コキ→トラックへの直接載せ替え輸送が原則であるも、貨物駅に留置する必要がある場合は、高圧ガス保

安法、消防法に則り都道府県知事の許可を受けた「貯蔵所」設置する方法も想定

液化アンモニア内陸部輸送スキーム

貯蔵

タンク
需要家

コンテナローリ

貯蔵

タンク
需要家

需要家

需要家

貨物

駅

トップリフター

貨物

駅

トップリフター

貯留所

コンテナローリ（数㎞） コンテナローリ（10㎞圏内）

貨車

最大20両

貨物輸送メリット

✓ 大量輸送可能

✓ 輸送時漏洩リスク軽減

✓ ドライバ負担軽減

✓ CO2排出抑制

✓ 他地域展開余地
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栃木県との協議内容

広域関東圏の自治体との連携結果｜栃木県

＜会議概要＞

◼ 日時：2023年3月27日(月) 13時30分〜14時30分

◼ 場所：Teamsで実施

◼ 参加者：

栃木県

産業政策課 関様、稲葉様

環境森林課 石原様

関東経済産業局

真下様、松本様、斎藤様、佐藤様

野村総合研究所（NRI）

サステナビリティ事業コンサルティング部

樋詰、伊藤

＜議事内容＞

◼ 次世代エネルギーの普及・展開に向けた連携に関する議論

⚫ 内陸部（太田市・宇都宮市など）を対象とした次世代エネル

ギーのサプライチェーン構築に向けて、次年度以降、具体的にど

のような進め方を想定しているか。（栃木県）

➢ 大きな絵姿は茨城県のアンモニアWGで検討するが、内

陸部の大口需要家についても次世代エネルギーの需要

先候補として関係性構築を進めておきたく、宇都宮にお

ける供給拠点整備も見据えて、今年度と同じような形で

連携・深掘りを行いたい。（関東経済産業局）

✓ 進め方について理解した。（栃木県）

⚫ 茨城県のアンモニアWGについて、広域展開も想定しているとのこと

だが、栃木県を含む他の行政へ情報連携の機会はあるのか。

（栃木県）

➢ 茨城県と他の行政（栃木県・群馬県など）の間に関東経

済産業局が入る形で連携を主導することを想定。一方で、

アンモニアWGで扱う情報は機微なものも含むため、栃木県

等の関わり方については、茨城県や企業とも相談・協議しな

がら決定していきたい。（関東経済産業局）

➢ アンモニアWGでは、具体的な需要量・タンクの設置場所な

ど、非常に機微な情報を取り扱うため、可能な範囲で情報

を管理・連携していく方向性。（NRI）

✓ 情報の取扱いについても理解した。可能な範囲で

フィードバックをもらいながら連携を検討したい。（栃木

県）

⚫ 次年度以降の栃木県側の検討体制はどのようになるか。（関東

経済産業局）

➢ 産業政策課・環境森林課ともに、2023年4月以降の体制

が確定していないため、確定次第、連絡する。（栃木県）
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群馬県との協議内容①

広域関東圏の自治体との連携結果｜群馬県

＜会議概要＞

◼ 日時：2023年3月28日(火) 13時〜14時

◼ 場所：Teamsで実施

◼ 参加者：

群馬県

グリーンイノベーション推進課

石橋様、神戸様、吉田様、藤田様

産業政策課 熊川様、猪熊様

関東経済産業局

真下様、松本様、廣瀬様、斎藤様、佐藤様

野村総合研究所（NRI）

サステナビリティ事業コンサルティング部

樋詰、伊藤

＜議事内容＞

◼ 次世代エネルギーの普及・展開に向けた連携に関する議論

⚫ アンモニア用の設備を導入した後に他の燃料（水素など）の

使用に切り替えるニーズ等も想定して検討を進めているのか。

（群馬県）

➢ アンモニアの利用を強制するスタンスではなく、水素を含

めて全方位的に企業に検討をしてもらっている状況。

（関東経済産業局）

➢ 自動車産業は海外に輸出しているケースも多く、競争力

維持の観点では、2030年までに脱炭素化を進められる

手段があるかがポイント。水素も2030年前後では供給量に

限りがあると想定され、アンモニアの利用に関心がある企業

が一定数ある状況。（NRI）

➢ またガスタービン等における水素専焼は技術的なハードルが

高いとも想定され、将来的な水素・アンモニアのハイブリッド

利用を見据えると、内陸部向けにアンモニアサプライチェーン

を整備することは、産業集積の観点でもメリットがあると捉え

ている。（NRI）

➢ ただしアンモニアを含む次世代エネルギーの利用に関する新し

い情報を把握しているのは大手企業に限られる状況。

（NRI）

⚫ 今回の検討の位置づけとして、当初は水素に重点を置いたもの

だったのか。（群馬県）

➢ 次世代エネルギーを対象とした検討であり、水素・アンモニア

どちらかに重点を置くことはしないフラットなものだが、内陸部

向けの水素供給が2030年時点では容易でないことを理解

した企業が、オプションの一つとしてアンモニア利用に関心を

持っている状況。（関東経済産業局）

⚫ 群馬県を対象としたサプライチェーン構築に向けては、誰がリードす

るかも論点であり、うまくインセンティブを設計し、わかりやすい形で

解決策を示していく必要性を感じた。（群馬県）

➢ インフラの有無を理由に企業が撤退等を行う状況は、日本

経済の維持拡大の観点でも避けたく、引き続き連携しなが

ら検討を進めたい。（関東経済産業局）
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群馬県との協議内容②

広域関東圏の自治体との連携結果｜群馬県

⚫ 内陸部の企業にも、茨城県のアンモニアWGに参画してもらうこ

とを想定しているが、群馬県庁等の関わり方については、茨城

県とも調整しながら別途相談をさせてほしい。なお検討内容に

ついては、可能な範囲でフィードバックすることを想定している。

（関東経済産業局）

⚫ 茨城県のアンモニアWGについては、立地企業中心の検討と理

解したが、群馬県への輸送方法についてはどのように想定して

いるか。（群馬県）

➢ 貨車輸送の最適ルートは神栖⇒宇都宮と想定している

が、太田市に運ぶ場合は、「宇都宮の中継拠点から陸

送」「熊谷/倉賀野の基地から車両で輸送」などの複数

のオプションがあり、最適な方法を今後FSの中で検討し

ていく位置づけ。（関東経済産業局）

⚫ 群馬県側で足元で進めておくべき検討・取組等はあるか。

（群馬県）

➢ 立地企業を対象とした勉強会の開催等は引き続き実

施いただきたい。またタイミングについては別途相談だが、

地域おける次世代エネルギー利用に関する機運・理解の

醸成の観点でも協力してほしい。（関東経済産業局）

✓ 機運・理解を醸成しながら、立地企業に自分事と

捉えてもらうことが重要。2030年に向けての取組

方向性を理解した。（群馬県）

✓ また群馬県側の情報のインプットについては、うまく

アプローチを検討してもらえると良い（トップダウンで

のインプットなど）。（群馬県）

⚫ アンモニアの燃焼に係る技術開発動向を見極めること、またアンモ

ニアの大量供給と安全性を両立することが、普及拡大に向けては

重要。特に安全性に関して、茨城県ではコンビナート・発電所等で

一定の受容性があるが、内陸部向けにはより慎重な検討が必要

と想定。（NRI）

➢ 太田市では、2000年に化学工場（日進化工）における爆

発事故があったため、住民等への対応は慎重に進める必要

がある。（群馬県）

⚫ 来年度以降、群馬県側で体制の変更はあるか。（関東経済産

業局）

➢ グリーンイノベーション推進課で一部変更があるが、それ以外

は変わらない予定。（群馬県）






